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　今年8月、ロンドンオ
リンピック体操男子団
体で、日本代表選手の一
人として活躍し、見事、
銀メダルを獲得した加
藤凌平選手（18歳）。
　去る9月14日、大会
結果報告のために市役
所を訪れました。
　来庁した加藤選手は、
市職員に拍手で迎えら
れた後、板倉市長と会見。
板倉市長からはその健
闘を称え、花束と記念品
が贈呈されました。
　報告の中では「金メダルがとれなかったのは悔しいですが、世界の舞
台で演技でき、銀メダルを獲得できたことはうれしい」と感想を述べ、
今後の目標に「金メダルを獲得したい」と抱負を語りました。
　また、市民のみなさんへのメッセージとして「温かい応援ありがとう
ございました。今回の大会での演技で、みなさんに勇気や感動を与え
ることができたなら、とてもうれしいです」と笑顔で語りました。
　次のオリンピックは、ブラジルのリオデジャネイロで開催予定。加
藤選手の今後の活躍に、大きな期待が寄せられます。
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みなさんのご意見をお寄せください

印 西 都 市 計 画 の 案 の 縦 覧

ＴＥＧスタンプラリーを実施

民有地の除染の受け付けを開始します

平成 25年度市立幼稚園入園児募集
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主 な 内 容

　
市
で
は
、
き
れ
い
で
快
適
な
駅
前

空
間
を
実
現
す
る
た
め
、
駅
周
辺
を

「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
」
に
指

定
し
、
指
定
区
域
に
放
置
さ
れ
た
自

転
車
、
原
動
機
付
自
転
車
（
総
排
気

量
　
穐
以
下
）
は
、
随
時
撤
去
作
業

50
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
　
月
　
日
俄
～
　
日
我
は
、

10

22

31

強
化
期
間
と
し
て
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
美
し
い
駅

前
空
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内

線
7
1
4
）。

　
小
・
中
学
校
が
夏
休
み
の
間
、
各
校
の

備
品
な
ど
を
作
成
・
修
繕
す
る
た
め
、
印

西
市
建
設
業
組
合
の
み
な
さ
ん
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
去
る
8
月
　
日
、
猛
暑
の
中
、
各
校
に
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集
っ
た
建
設
業
組
合
員
が
、
持
参
の
工
具

で
日
ご
ろ
の
腕
を
発
揮
。
指
揮
台
や
壊
れ

た
扉
の
修
繕
、
壁
紙
の
張
り
替
え
な
ど
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動

は
、
毎
年
夏

休
み
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
印
西
警
察
署
管
内
防
犯
組
合
連

合
会
主
催
の
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
い
ん
ザ
イ
君
も
一
緒

に
防
犯
に
関
し
て
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
印
旛
龍
凰
太
鼓
の
披
露

や
パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
の
展
示
も

あ
り
ま
す
。

■時 
　
月
7
日

10
蚊
・
午
後
1

時
～
3
時
。

■場 
イ
オ
ン

モ
ー
ル
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
店
コ
ス
モ

ス
広
場
。

■問 
印
西
警
察

署
生
活
安
全

課
（
緯
碓42 
0

1
1
0
）。

 　
月
1
日
俄
～
　
月
　
日
画
「
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

10

11

30

 ス
ト
ッ
プ
鎧
自
転
車
の
放
置

　放置自転車は一人ひとりが
マナーを守れば減少します。
　みなさん、ご協力くだサイ。

印西の秋を彩る伝統の神楽が公開
怯県指定無形民俗文化財
　　　　　　「鳥見神社の神楽」
　鳥見神社の神楽は、大和神楽または十二座神楽
と呼ばれ、神話や郷土の農耕生活を題材としたバ
ラエティーに富む演目で構成されています。郷土
の伝統芸能を、ぜひ一度ご覧になってみませんか。
■時 10月17日我・正午～午後4時。
■場 鳥見神社（中根）。

怯県指定無形民俗文化財
　　　　　「浦部の神楽」
　「浦部の神楽」は「十二座神楽」とも
いわれ、神話を題材としたものを中心に
十二の演目が演じられ
ます。江戸時代初期か
ら伝えられている神楽
で、幽玄な舞が奉納さ
れます。
■時 10月21日蚊・午後
3～10時。
■場 鳥見神社（浦部）。
■問 生涯学習課文化班
（緯内線546）。

葛静かな森の中で行われる「鳥見神社の神楽」。
写真は「翁神」（上）と「浦安の舞」（右）

大蛇ヤマタノオロチ退治をモチーフにした「浦部の神楽」の演大蛇ヤマタノオロチ退治をモチーフにした「浦部の神楽」の演目目
の一つ「八頭大蛇舞の一つ「八頭大蛇舞」」

※
地
図
中
の
■
部
分
は
自
転
車
等

放
置
禁
止
区
域
で
す

印西牧の原駅前

自転車
駐車場

←千葉ニュータウン中
←千葉ニュータウン中央央

印旛日本医大
印旛日本医大→→

ホ
テ
ホ
テ
ルル

マ
ー
ク
ワ

マ
ー
ク
ワ
ンン

千葉ニュータウン
中央駅前

自転車駐車場

←小室

印西牧の原印西牧の原→→
自
転
車
駐
車
場

自転車
駐車場

木下駅前

ＪＲ木下ＪＲ木下駅駅

ライライフフ

自転車
駐車場

ＪＪＲＲ
小林小林駅駅

小林駅前

ジョビジョビアア

マルエマルエツツ

 　
月
7
日
蚊
開
催

10
 防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 ロンドンオリンピック 体操男子団体の部 銀メダリスト

加藤凌平選手（順天堂大学）が
大会結果の報告

 印
西
市
建
設
業
組
合
が

　
　
市
内
小
・
中
学
校
で
奉
仕
活
動

▲持ち寄った工具を
使い、作業を行う建
設業組合のみなさん

板倉市長から花束を受け取る加藤選手（左板倉市長から花束を受け取る加藤選手（左））
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例
　
に
関
す
る
意
見
公
募
」
と

(案)
明
記
し
、
意
見
・
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
を
明
記
し
、
左
記
ま
で

持
参
ま
た
は
郵
送
（
　
月
　
日

10

15

俄
当
日
消
印
有
効
）、
F
A
X
、

電
子
メ
ー
ル
で
提
出
。

※
氏
名
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い

な
い
も
の
は
無
効
。

　
ま
た
、
応
募
に
要
す
る
諸
費

用
は
応
募
者
本
人
の
負
担
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西

市
大
森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内

線
3
6
1
～
3
6
3
・
胃
碓42 
7

2
4
2
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a
＠

city
.in
zai.lg

.jp
）。

水
道
⑥
白
地
地
域
の
建
築
形
態
規
制

の
指
定

市
が
決
定
す
る
も
の

⑦
用
途
地
域
⑧
高
度
地
区
⑨
道
路
⑩

公
園
⑪
地
区
計
画

胸
新
規
決
定
す
る
地
区
計
画
…
原
山

二
丁
目
地
区
地
区
計
画
、
高
花
一
丁

目
地
区
地
区
計
画
。

胸
変
更
す
る
地
区
計
画
…
次
の
と
お

り
。

煙
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
圏
戸

神
台
・
武
西
学
園
台
地
区
地
区
計
画
。

煙
印
西
牧
の
原
駅
圏
西
の
原
地
区
地

区
計
画
。

　
平
成
　
年
度
税
制
改
正
に
伴
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い
、
市
で
は
、
市
税
条
例
の
改

正
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
地
域
決

定
型
地
方
税
制
特
例
措
置
が
導

入
さ
れ
、
下
水
道
除
害
施
設
の

課
税
標
準
の
特
例
割
合
を
3
分

の
2
以
上
6
分
の
5
以
下
の
範

囲
内
で
条
例
に
よ
り
定
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
市
民

意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
、
各
支

所
・
出
張
所
・
公
民
館
・
図
書

館
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
意
見
募
集
の
期
間
…
　
月
1

10

日
俄
～
　
日
俄
。

15

胸
意
見
を
提
出
で
き
る
人
…
市

内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

の
人
。

胸
提
出
方
法
…
任
意
様
式
に
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
（
市

外
か
ら
の
在
勤
・
在
学
者
は
、

勤
務
先
・
在
学
先
の
名
称
・
所

　
月
1
日
は
「
法
の
日
」

10法
の
日
に
ち
な
ん
だ
司
法
書
士

に
よ
る
登
記
・
法
律
無
料
相
談
会

　
千
葉
司
法
書
士
会
佐
倉
支
部
で
は
、

不
動
産
・
商
業
登
記
・
簡
易
裁
判
所

訴
訟
手
続
・
自
己
破
産
・
債
務
整
理

手
続
な
ど
に
関
し
て
の
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
3
日
我
・
午
前
9
時
～
正
午
。

10

　
県
お
よ
び
市
で
は
、
都
市
計
画
の

案
等
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
　
な
お
、
都
市
計
画
の
案
な
ど
に
つ

い
て
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間

終
了
の
日
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■時 
　
月
2
日
峨
～
　
月
　
日
峨
・
午

10

10

16

前
8
時
　
分
～
午
後
5
時
　
分

30

15

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

■内 
県
が
決
定
・
指
定
す
る
も
の

①
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
お

よ
び
保
全
の
方
針
②
区
域
区
分
③
道

路
④
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
⑤
下

　
市
で
は
、
印
西
市
小
規
模
水

道
条
例
に
つ
い
て
、
市
民
意
見

公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

に
よ
り
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

胸
意
見
募
集
の
期
間
…
　
月
2

10

日
峨
～
　
日
俄
。

15

※
資
料
の
閲
覧
は
　
月
2
日
峨

10

か
ら
。

胸
印
西
市
小
規
模
水
道
条
例
　(案)

の
公
表
…
市
役
所
、
各
支
所
・

出
張
所
・
公
民
館
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

胸
意
見
を
提
出
で
き
る
人
…
市

内
に
在
住
在
勤
ま
た
は
在
学
の

人
。

胸
意
見
の
提
出
方
法
…
任
意
様

式
に
「
印
西
市
小
規
模
水
道
条

　精神疾患（うつ病や統合失調症、てんかん、発達障害など）により精神医療
を継続的に必要とする人が、健康保険を適用して医療機関を利用した際、窓口
支払いは、この「自立支援医療（精神通院）」を利用することにより、1割に軽
減されます（医師の指示による検査やデイケア、訪問看護を含む）。
　また、疾病の程度や「世帯」の所得の状況に応じて、1カ月の自己負担額に
上限が設定（重度かつ継続）されます。有効期間は、1年間です(診断書の提
出は、２年に一度)。
　申請者は、本人（対象者が未成年の場合は、その保護者）ですが、家族や医
療機関の職員などが申請書類の代行をすることは可能です。
　新規申請に必要な書類として、所定の①申請書②診断書③健康保険証④印鑑
などが必要です。
　現在、この制度をご利用している人は、今一度、有効期間をお確かめくださ
い。詳しくは、社会福祉課障害福祉班にお問い合わせを。

忘れていませんか？自立支援医療（精神通院医療）手続き
シリーズ・心の道標碓39 

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

 みなさんのご意見をお寄せください 

 印
西
市
小
規
模
水
道
条
例
　
の
市
民
意
見
公
募

(案)

 税
制
改
正
に
伴
い
市
民
意
見
公
募

在
も
記
入
）
し
、
資
産
税
課
家

屋
班
ま
で
持
参
、
郵
送
、
F
A

X
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
、
提

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
所
・
氏
名
が
記
入
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
無
効
と
し
ま
す
。

■場 
市
役
所
　
会
議
室
。

23

■内 
不
動
産
登
記
に
関
す
る
手
続
（
相

続
・
売
買
な
ど
）、
会
社
の
登
記
に
関

す
る
手
続
、
簡
易
裁
判
所
訴
訟
手

続
・
自
己
破
産
・
債
務
整
理
手
続
な

ど
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
千
葉
司
法
書
士
会
佐
倉
支
部
・
北

村
（
緯
0
4
7
―
4
9
2
―
3
3
9

2
）。

場
と
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
貴
重
な

財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
周
辺
で
の
都
市

化
な
ど
に
伴
い
、
水
質
が
汚
濁
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
利
水
上
の
問
題
も
生
じ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
印
西
市
を
含
む
関
係
市

町
、
県
お
よ
び
関
係
団
体
は
、
水
質

浄
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
】

臼
流
し
で
は
、
ろ
紙
袋
な
ど
を
使
用

し
、
調
理
く
ず
を
流
さ
な
い
。

渦
油
は
で
き
る
限
り
使
い
き
り
、
流

さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

嘘
食
器
、
鍋
な
ど
の
油
は
布
で
ふ
き

取
っ
て
か
ら
洗
う
。

唄
米
の
と
ぎ
汁
は
、
植
木
に
ま
い
た

り
、
無
洗
米
を
使
っ
た
り
、
極
力
流

さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

欝
洗
車
は
バ
ケ
ツ
を
使
用
し
、
洗
剤

は
控
え
め
に
す
る
。

蔚
石
け
ん
・
洗
剤
は
適
正
量
を
使
用

す
る
。

鰻
沈
殿
槽
の
設
置
、
側
溝
の
清
掃
を

心
掛
け
る
。

怯
　
月
1
日
は
浄
化
槽
の
日

10
　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
で
ト

イ
レ
や
台
所
な
ど
か
ら
の
排
水
を
き

れ
い
な
水
に
し
て
放
流
す
る
た
め
の

設
備
で
す
。
こ
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
、
専
門
業
者
に
よ

る
適
正
な
設
置
工
事
と
保
守
点
検
・

清
掃
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
浄
化
槽
が
適
正
に
施
工
・

管
理
さ
れ
、
正
常
に
機
能
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
指
定
機
関
に

よ
る
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
周
り
の
大
切
な
環

境
を
守
る
た
め
、
浄
化
槽
の
正
し
い

使
用
と
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■問 
花
千
葉
県
浄
化
槽
協
会
（
緯
0
4

3
―
2
4
6
―
2
3
5
5
）、
市
環

境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
緯
内
線
3

6
5
）。

怯
　
月
は
水
質
浄
化
推
進
運
動
月
間

10
　
印
旛
沼
・
手
賀
沼
は
、
飲
料
水
、

農
業
用
水
、
工
業
水
の
水
源
と
し
て
、

ま
た
、
水
産
漁
場
や
県
民
の
憩
い
の

 みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななななななななななななな
でででででででででででででででででででででででででででででで
守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
うううううううううううううううううううううううううううううう
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切

み
ん
な
で
守
ろ
う
 大
切
ななななななななななななななななななななななななななななななな
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源
資
源

煙
印
西
牧
の
原
南
地
区
地
区
計
画
。

煙
印
西
牧
の
原
西
地
区
地
区
計
画
。

煙
印
西
牧
の
原
　
住
区
業
務
施
設
地

21

区
地
区
計
画
。

煙
印
西
牧
の
原
駅
圏
滝
野
地
区
地
区

計
画
。

■場 
市
都
市
計
画
課
、
千
葉
県
県
土
整

備
部
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課
（
①

～
④
の
み
縦
覧
）、
千
葉
県
県
土
整

備
部
都
市
整
備
局
下
水
道
課
（
⑤
の

み
縦
覧
）、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都

市
整
備
局
建
築
指
導
課
（
⑥
の
み
縦

覧
）。

胸
意
見
の
提
出
…
縦
覧
期
間
中
（
郵

送
の
場
合
は
　
月
　
日
峨
（
当
日
消

10

16

印
有
効
）
ま
で
に
、
意
見
の
内
容
と

 印
西
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

 司
法
書
士
、
行
政
書
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
無
料
相
談
会
を
開
催

　
ま
た
、
応
募
に
要
す
る
諸
費

用
は
応
募
者
本
人
の
負
担
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
資
産
税
課
家
屋
班
（
〒
2
7

0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2

3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3
3
1
、

3
3
2
・
胃
碓40 
3
0
1
5
・
■メール 

sisan
ze
ik
a@
city
.in
za

i.lg
.jp

）。

住
所
、
氏
名
な
ど
を
記
載
し
た
書
面

を
、
①
～
⑥
は
千
葉
県
知
事
あ
て
、

⑦
～
⑪
は
印
西
市
長
あ
て
で
郵
送
ま

た
は
直
接
、
市
都
市
計
画
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
市
都
市
計
画
課
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
事
業
対
策
室
（
〒
2
7
0
―
1
3

9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4
―
2
・

緯
内
線
7
6
2
）、
千
葉
県
県
土
整

備
部
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課
（
緯

0
4
3
―
2
2
3
―
3
3
7
6
）、

千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
整
備
局
下

水
道
課
（
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
3

3
5
5
）、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都

市
整
備
局
建
築
指
導
課
（
緯
0
4
3

―
2
2
3
―
3
1
9
0
）。

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
行
政
書
士
に
よ
る
懇
切
丁
寧
な
無

料
相
談
会
で
す
。
知
り
た
か
っ
た
こ

と
、
心
配
な
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
後
1
時
～
4
時
。

10

17

■場 
市
役
所
2
0
4
会
議
室
。

■内 
相
談
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
内
容

証
明
、
会
社
設
立
、
外
国
人
在
留
許

可
、
国
籍
取
得
、
建
設
業
許
可
、
産

廃
、
農
地
、
各
種
許
認
可
な
ど
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
行
政
書
士
会
印
旛
支
部
・

中
井
（
緯
／
胃
碓29 
4
0
2
2
）。

姥
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
転
換
、
窒
素
ま
た
は
リ
ン
除

去
能
力
を
有
す
る
高
度
処
理
型
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
心
掛
け
る
。

ま
た
、
浄
化
槽
は
適
正
に
管
理
す
る
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
。
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印
西
地
区
消
防
組
合
で
は
、　
月
11

1
日
か
ら
平
成
　
年
3
月
　
日
ま
で

25

31

の
間
、「
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲

に
係
る
実
証
研
究
」
の
モ
デ
ル
事
業

に
参
加
し
ま
す
。

怯
実
証
研
究
モ
デ
ル
事
業
と
は

　
研
究
地
域
を
限
定
し
、
救
急
救
命

士
が
行
う
救
命
処
置
の
範
囲
を
拡
大

さ
せ
、
そ
の
効
果
と
安
全
性
を
確
認

す
る
も
の
。

怯
研
究
を
行
う
処
置
は

臼
低
血
糖
で
意
識
障
害
の
あ
る
傷
病

者
に
対
す
る
血
糖
測
定
と
ブ
ド
ウ
糖

溶
液
の
投
与
。

渦
重
症
の
ぜ
ん
そ
く
発
作
を
起
こ
し

た
場
合
に
、
傷
病
者
が
所
持
し
て
い

る
吸
入
薬
の
使
用
。

③
血
圧
が
低
下
し
て
、
心
臓
が
停
止

す
る
危
険
性
が
あ
る
シ
ョ
ッ
ク
状
態

の
傷
病
者
に
対
し
て
の
点
滴
。

怯
3
つ
の
処
置
の
対
象
者
は
骸

　
救
急
搬
送
が
必
要
な
　
歳
以
上
の

20

傷
病
者
で
、
処
置
を
行
う
際
に
、
本

人
も
し
く
は
家
族
な
ど
に
よ
る
書
面

で
同
意
を
得
た
人
。

　
な
お
、
処
置
を
断
っ
た
と
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
救
急
搬
送
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
不
利
益
を
こ
う
む

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
西
地
区
消
防
組
合
警
防
課
救
急

救
助
係
（
緯
碓46 
9
9
6
4
）。　

　
市
で
は
、
柏
市
、
我
孫
子
市

と
共
同
で
手
賀
沼
・
手
賀
川
周

辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
手

賀
沼
・
手
賀
川
周
辺
を
4
つ
の

ゾ
ー
ン
（
T
ゾ
ー
ン
＝
我
孫
子

方
面
、
E
ゾ
ー
ン
＝
柏
方
面
、

G
ゾ
ー
ン
＝
柏
・
我
孫
子
方
面
、

A
ゾ
ー
ン
＝
印
西
方
面
）
に
分

け
、
専
用
の
台
紙
に
ス
タ
ン
プ

を
3
つ
（
3
ゾ
ー
ン
分
）
以
上

集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で

3
市
に
ち
な
ん
だ
す
て
き
な
景

品
が
当
た
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ

や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
手
賀
川
を

船
で
巡
る
「
い
ん
ざ
い
ぶ
ら
り

川
め
ぐ
り
」
な
ど
を
利
用
し
、

秋
の
手
賀
沼
・
手
賀
川
周
辺
を

満
喫
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

胸
台
紙
配
布
場
所
（
市
内
各
公

共
施
設
な
ど
）
…
印
西
市
役
所

ロ
ビ
ー
、
中
央
公
民
館
、
松
山

下
公
園
総
合
体
育
館
、
印
西
市

観
光
情
報
館
な
ど

■時 
　
月
2
日
峨
～
　
月
　
日
画
。

10

11

30

※
応
募
は
　
月
5
日
我
（
消
印

12

有
効
）
ま
で
。

胸
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
…
4

ゾ
ー
ン
、　
カ
所
。

16

■申 
台
紙
に
　
円
切
手
を
貼
り
、

50

必
要
事
項
を
記
載
し
、
応
募

（
あ
て
先
は
台
紙
に
記
載
済
み
）。

　
な
お
、
応
募
は
一
人
1
通
に

限
り
ま
す
。

※
景
品
詳
細
は
台
紙
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■問 
印
西
市
環
境
経
済
部
 経
済

政
策
課
地
域
資
源
振
興
班
（
緯

内
線
3
5
1
・
■メール keiseika@

city.inzai.lg.jp

）。

印西市総合防災訓練を実施します
　市では、市民および関係
機関などと合同で、毎年総
合防災訓練を実施していま
す。
　この訓練では、大地震発
生を想定し、「地域住民の防
災意識の高揚と防災行動力
の育成」、「地域住民の自主
救護能力の向上」、「住民同士の連帯意識の醸成」などを目的として、実
践的な訓練を行います。
　本年度は、西の原中学校区域を開催地として、次のとおり実施します。
■時 10月14日蚊・午前8時～正午（荒天および災害発生の場合中止）。
■場 西の原小学校、原小学校、西の原中学校。
※当日、手話通訳者を配置しています。
■問 防災課防災班（緯内線454）。

10月14日蚊に

平成22年の総合防災訓練か平成22年の総合防災訓練からら

 印
西
地
区
消
防
組
合
が
救
急
救
命
士
の
処
置

範
囲
拡
大
を
目
的
と
し
た
実
証
研
究
に
参
加
 

防災メールに登録を

▲ QR
コードも
利用可

　市では災害時などの情報伝達手段として、携
帯電話やパソコンへのメール配信サービス「印西
市緊急情報発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用
することができますが、あらかじめ『利用者登
録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』およ
び『登録解除』の際の通信料、メールの受信、
WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担になり
ます。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」
メールを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内容の詳細につ
いては、市ホームページ（http://www.city.inzai.
chiba.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メールに登録を

▲ QR
コードも
利用可

　市では災害時などの情報伝達手段として、携
帯電話やパソコンへのメール配信サービス「印西
市緊急情報発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用
することができますが、あらかじめ『利用者登
録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』およ
び『登録解除』の際の通信料、メールの受信、
WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担になり
ます。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」
メールを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内容の詳細につ
いては、市ホームページ（http://www.city.inzai.
chiba.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

　市では、ホームページのトップページ
に、自社のホームページへのリンクがで
きるバナー広告の掲載を希望する企業な
どを募集しています。
胸掲載料…次のとおり。
【市内に事業所を所有する企業】
　月額12,000円。
【市外に事業所を所有する企業】
　月額15,000円。
※掲載要綱など、詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線418・
419）。

企業のPRに活用できます

 防災行政無線無料テレホンサービス 

災害に備えて防災情報提供を行っていま災害に備えて防災情報提供を行っていますす

 印
西
市
・
柏
市
・
我
孫
子
市
共
同
開
催

 Ｔ
Ｅ
Ｇ
A

　
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施

葛
血
糖
値
測
定
の
訓
練
を
行
う
救
急

救
命
士

【注意】松山下公園総合体育館（浦部275）と印西市観光情報館（中央北３-２・イオン
モール千葉ニュータウン２階）もAゾーンのスタンプラリー会場になっています。

胸TEGAスタンプラリーMAP胸

▲カシワ▲カシワ二二

みなさん、ふるってご参加ください鎧

▲いんザイ▲いんザイ君君 ▲ふさだだし▲ふさだ だしおお

 市のホームページに
バナー広告を募集中 
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だ
さ
い
。

　
書
類
の
提
出
後
、
空
間
放
射
線
量

を
測
定
し
、
地
表
か
ら
1
ｍ
の
高
さ

で
、
毎
時
0
・
2
3
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
上
の
個
所
が
あ
る
場
合
、

後
日
あ
ら
た
め
て
除
染
を
行
い
ま
す
。

【
除
染
の
内
容
】

　
除
染
は
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結

果
に
応
じ
て
、
市
が
有
効
な
も
の
を

選
定
し
て
行
い
ま
す
。
除
染
の
手
法

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
壁
面
の
清
掃
、
ふ
き
取
り
。

▼
雨
ど
い
な
ど
の
清
掃
、
洗
浄
、
汚

泥
の
除
去
。

▼
側
溝
な
ど
の
清
掃
、
洗
浄
、
汚
泥

除
去
。

▼
枝
葉
の
せ
ん
定
、
落
ち
葉
の
除
去
、

▼
室
内
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
除
染
は
行
い

ま
せ
ん
。

▼
電
源
や
重
機
を
用
い
る
作
業
は
行

い
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
間
】

　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
ま
た
は
、

妊
婦
の
居
住
世
帯
は
、　
月
1
日
か

10

ら
　
月
　
日
ま
で
。

10

31

　
そ
れ
以
外
の
世
帯
は
、　
月
以
降

11

か
ら
開
始
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　
申
し
込
み
希
望
者
は
「
住
宅
の
除

染
測
定
申
込
書
兼
同
意
書
」（
環
境

保
全
課
、
各
支
所
・
出
張
所
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
・
F
A
X
・

メ
ー
ル
で
市
環
境
保
全
課
ま
で
。

　
持
参
の
場
合
は
、
市
環
境
保
全
課
、

各
支
所
総
務
課
・
各
出
張
所
の
窓
口

に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
・
直
接
提
出
を
問
わ
ず
、
測
定
お

よ
び
除
染
の
順
番
は
申
込
書
の
提
出

順
と
は
一
致
し
ま
せ
ん
）。

※
郵
送
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
前
項
の
申
込
期
間
内
に
必
着
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
持
参
し

て
提
出
す
る
場
合
は
、
月
～
金
曜
日
・

午
前
8
時
　
分
～
午
後
5
時
　
分

30

15

（
祝
休
日
を
除
く
）
の
み
受
け
付
け
ま

す
。

【
測
定
の
実
施
日
時
の
決
定
】

　
申
し
込
み
受
け
付
け
後
は
、
市
で

日
程
を
調
整
し
、
申
込
者
に
現
地
の

事
前
測
定
実
施
予
定
日
時
を
通
知
し

ま
す
。

　
都
合
の
悪
い
場
合
は
、
市
役
所
環

境
経
済
部
環
境
保
全
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
、
相

当
の
期
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■問 
環
境
保
全
課
放
射
線
対
策
室
（
〒

印
西
市
大
森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内

線
3
6
6
～
3
6
8
・
胃
碓42 
7
2
4

2
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a@
city
.in

zai.lg
.jp

）。

除
草
。

【
除
染
の
流
れ
】

　
空
間
放
射
線
量
の
事
前
測
定
を
行

い
、
地
表
か
ら
1
ｍ
の
高
さ
で
の
測

定
値
が
、
毎
時
0
・
2
3
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
場
合
は
、
申
込

者
と
除
染
作
業
に
つ
い
て
協
議
し
、

合
意
を
整
え
、
後
日
作
業
を
行
い
ま

す
。
合
意
の
な
い
場
合
は
除
染
作
業

を
行
い
ま
せ
ん
。

　
作
業
終
了
後
は
空
間
放
射
線
量
の

事
後
測
定
を
行
い
、
除
去
土
壌
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
は
、
敷
地
内
に
保

管
し
ま
す
。

碓伺 
注
意
点

▼
空
間
放
射
線
量
の
測
定
お
よ
び
作

業
の
際
に
は
、
必
ず
申
込
者
が
立
ち

会
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
雨
天
の
場
合
は
作
業
を
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
そ
の
際
は
市
か
ら
申
込
者

へ
そ
の
旨
を
連
絡
し
ま
す
。

【
対
象
】

　
除
染
の
申
し
込
み
が
で
き
る
人
は
、

除
染
実
施
区
域
内
（
印
西
市
放
射
性

物
質
除
染
実
施
計
画
内
の
除
染
実
施

区
域
）
の
戸
建
て
住
宅
所
有
者
、
ま

た
は
借
受
人
（
借
受
人
が
申
し
込
む

場
合
は
、
所
有
者
の
同
意
が
必
要
で

す
）。
　
集
合
住
宅
の
場
合
は
、
管
理
組
合

代
表
者
（
管
理
組
合
が
な
い
場
合
は

所
有
者
）。

【
そ
の
ほ
か
】

▼
除
染
実
施
後
は
最
低
限
の
覆
土
な

ど
は
行
い
ま
す
が
、
取
り
除
い
た
植

栽
な
ど
の
復
旧
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
除
染
を
行
っ
て
も
、
周
辺
環
境
な

ど
の
状
況
で
空
間
放
射
線
量
が
毎
時

0
・
2
3
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
未

満
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
庭
全
面
の
表
土
や
芝
の
は
ぎ
取
り

は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
雨
ど
い
、
低
木
お
よ
び
壁
面
は
高

さ
1
・
5
ｍ
以
内
と
し
ま
す
。

▼
埋
設
さ
れ
た
雨
水
管
の
清
掃
は
行

い
ま
せ
ん
。

　
今
年
1
月
1
日
に
完
全
施
行
さ
れ

た
「
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措

法
」
に
基
づ
き
、
市
で
は
「
印
西
市

放
射
性
物
質
除
染
実
施
計
画
」
を
4

月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
長
期
的
な
目
標

と
し
て
「
追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間

1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
民
有
地
に
お
け
る
住
宅

に
つ
い
て
も
、
主
に
国
に
よ
る
財
政

措
置
の
下
、
市
が
除
染
実
施
主
体
と

な
り
、
空
間
放
射
線
量
を
測
定
し
た

上
で
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
除
染
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
除
染
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
は
、

次
の
内
容
を
確
認
し
申
し
込
ん
で
く

平成２４年（２０１２）１０月１日号（４）
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市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放
射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射
線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

 印
西
市
 放
射
線
対
策
 情
報
　
　謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂666666666666666666666

民
有
地
の
除
染
（
戸
建
て
住
宅
な
ど
の

除
染
）
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

胸除染実施区域胸
学区に含まれる除染対象区域(街区名※)学区

大森、鹿黒、亀成、発作、相嶋、浅間前大森小学校区
木下、木下南一丁目、木下南二丁目、竹袋、別所、宗甫、木下東一丁目、木下
東二丁目、木下東三丁目、木下東四丁目、平岡

木下小学校区

小林の一部、小林浅間一丁目、小林大門下一丁目、小林大門下二丁目、小林大門下三丁目小林小学校区
小林の一部、小林北一丁目、小林北二丁目、小林北三丁目、小林北四丁目、小
林北五丁目、小林北六丁目、小林浅間二丁目、小林浅間三丁目、

小林北
小学校区

中根、荒野、角田、竜腹寺、惣深新田飛地、滝、物木、笠神の一部、中、萩埜、桜野、みどり台本埜第一
小学校区

瀬戸、山田、吉高、萩原、松虫六合小学校区
美瀬一丁目、美瀬二丁目、舞姫一丁目、舞姫二丁目、舞姫三丁目、若萩一丁目、
若萩二丁目、若萩三丁目、若萩四丁目

いには野
小学校区

滝野一丁目、滝野二丁目、滝野三丁目、滝野四丁目、滝野五丁目、滝野六丁目滝野小学校区
原一丁目、原二丁目、原三丁目、原四丁目、東の原一丁目、東の原二丁目、東の原三丁目、草深の一部原小学校区

西の原一丁目、西の原二丁目、西の原三丁目、西の原四丁目、西の原五丁目、草深の一部西の原
小学校区

高花一丁目、高花二丁目、高花三丁目、高花四丁目、高花五丁目、高花六丁目、草深の一部高花小学校区
内野一丁目、内野二丁目、内野三丁目、戸神台一丁目、中央南一丁目内野小学校区
原山一丁目、原山二丁目、原山三丁目、泉、多々羅田の一部原山小学校区
小倉台一丁目、小倉台二丁目、小倉台三丁目、小倉台四丁目、武西学園台一丁
目、武西学園台二丁目、武西学園台三丁目、戸神台二丁目、中央南二丁目

小倉台
小学校区

木刈一丁目、木刈二丁目、木刈三丁目、木刈四丁目、木刈五丁目、木刈六丁目、
木刈七丁目、大塚三丁目、牧の木戸一丁目

木刈小学校区

浦部、浦部村新田、白幡、浦幡新田、高西新田、小倉、和泉永治小学校区
※複数の学区にまたがる字は「○○の一部」と表記。

生活空間（住宅など）における除染の手引き
３．除染作業について
　　除染作業は、放射性セシウムを除去し、放射線を低減させるために行うもので、その作業
内容は一般家庭で行われている清掃の手法とほぼ同じです。目に見える一般の汚れを清掃する
ことによって、目に見えない放射性セシウムによる汚染も一緒に除去できるものです。
【作業時の注意点】
①服装は、放射性セシウムが付着してもすぐに落とせるような服装が望ましい。
　例：マスク（サージカル・防塵マスクなど）雨カッパおよびゴム長靴、ゴム手袋など
②こまめに水分補給を行い熱中症には十分気をつける。
③高所作業を行う場合には、安全対策（ヘルメットなど）をしっかり講じ注意を払う。
④子どもを放射能から守るために行う作業なので、子どもや妊婦などには作業をさせないだけ
　でなく、作業場所の周辺に立ち入りさせない。
【作業方法】
①除染対象の箇所や環境に応じ、作業を行うために必要な用具類を使用する。
　例：シャベル　→　雨樋下の土壌の除去
　　：草刈り機、剪定ばさみ　→　局所的に生えている草刈り、枝葉を切る
　　：ホウキ、チリトリ　→　落ち葉の除去
　　：ぞうきん　→　窓、壁・柱（高い所から低い所へ拭き取る）、雨樋など
　　：ブラシ　→　コンクリート、石材などの洗浄（路面、屋根等）
②「発生したごみ等の処理」と「保管方法」
　　雑草、刈り草、落ち葉、樹木の剪定などで発生したものは、付着している土を取り除き一
般　廃棄物（家庭系ごみ）として処分します。
怯局所的に数値が高いと言われている雨樋下などの土壌の除染作業方法の例
憶「天地返しの法」：土の表層と下層を入れ替える
臆「埋設する方法」： 敷地内であまり近づかない場所に、穴を掘って土（覆土）を掛けて埋める
※上記臆の作業で発生した土は、廃棄物として処分できないため、作業した土地（発生場所）
において一時保管することになります。
【作業後の注意点】
①手洗い、うがい、シャワーなどで汚れを落します。
②衣類などは、速やかに洗濯します。（日常の洗濯で十分です。）再使用できます。
③使用したマスク、手袋、ぞうきんなどの使い捨てものは、家庭系ごみとして処分します。
④長靴やその他用具類は、よく洗い汚れを落としてください。
※詳しくは下記まで。
■問 環境保全課放射線対策室（緯内線366～368）。

１．環境中の放射性物質による被ばく線量を下げるための方法（環境省HPより）
環境中にある放射性物質による被ばく線量を低減するための方法には、放射性物質を、「取り除
く」、「遮(さえぎ)る」、「遠ざける」の3つがあります。これらの方法を組み合わせて対策を
行うことが「除染」です。

２．除染作業を行うための自宅の空間放射線量の把握
　　現在、住宅環境において原因となっている放射性物質は放射性セシウム（Cs-134：半減期
約2年、およびCs-137：半減期約30年）です。
　放射性セシウムの大部分は、地表面（地面、草木の表面、埃、泥、枯葉など）、屋根、樹木に
存在し、局所的に周辺と比べ、放射線量が高い場所のことをマイクロスポットといいます。

マイクロスポットの例（福島県ホームページより）



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

（５）平成２４年（２０１２）１０月１日号

葛中丑東公園葛なかうし第2～3幼児公園葛しもうし
第1～3幼児公園葛大門下児童公園葛宿第1～2幼児
公園葛いなりや第1～2幼児公園葛しろやま第2幼児
公園葛だいもん下第1幼児公園葛一番割公園葛三番割
公園
　工事期間については、市ホームページなどでお知ら
せします。

胸
雇
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期
間
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1
日
牙
～
平
成
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年
3
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蚊
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週
3
～
4
日
程

25

31

度
勤
務
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■申 
　
月
1
日
俄
～
　
日
俄
（
土
・
日

10

15

を
除
く
）
に
、
環
境
保
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課
ま
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履

歴
書
（
写
真
張
り
付
け
）
を
持
参
（
郵

送
不
可
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【
面
接
】

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
～
。

10

18

■場 
市
役
所
　
会
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室
。

23

■問 
環
境
保
全
課
放
射
線
対
策
室
（
緯

内
線
3
6
6
～
3
6
8
）。

　
平
成
　
年
度
千
葉
県
緊
急
雇
用
創

24

出
事
業
と
し
て
、
放
射
線
量
測
定
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
次
の
と
お
り
従
事

者
を
募
集
し
ま
す
。
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離
職
を
余
儀
な
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れ
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65

満
の
失
業
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（
要
運
転
免
許
）
で
、
過

去
に
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ
る
業

務
に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
。

■定 
若
干
名
。
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（５）平成２４年（２０１２）１０月１日号

幼稚園、保育園、小・中学校などにおける積算放射線量の測定結果

　平成24年8月２4日から9月6日、携帯用簡易
測定器で、市職員が大気中の放射線量の測定した
結果は、下表のとおりです。詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

※今後も、携帯用簡易測定器により市職員が測定
し参考値としてホームページ、各支所・出張所で
掲示し公表します。
■問 環境保全課放射線対策室。

胸積算線量計測結果胸
測定日・H23年10月1日～H24年8月31日　測定機器・DOSEi（ドーズアイ・富士電機珂製）　単位・ミリシーベルト

年間推定
積算線量

年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所年間推定

積算線量
年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所

0.170 295 0.155 269  内野保育園0.139 200 0.126 181  木下小学校
0.304 295 0.278 270  木刈保育園0.134 200 0.121 181  小林小学校
0.233 295 0.209 265 ★高花保育園0.496 200 0.446 180 ★大森小学校
0.185 295 0.169 269 ★西の原保育園0.156 200 0.141 181 ★船穂小学校
0.212 295 0.183 255 ★もとの保育園0.309 200 0.292 189 ★永治小学校
0.173 297 0.073 125  山ゆり保育園0.130 200 0.122 188 ★木刈小学校
0.179 294 0.164 269  どんぐり保育園0.088 200 0.083 189 ★内野小学校
0.219 295 0.139 187  銀の鈴保育園0.124 200 0.113 182  原山小学校
0.171 294 0.139 239 ★原山保育園0.116 200 0.105 181  小林北小学校
0.362 295 0.274 223 ★しおん保育園0.189 200 0.172 182  小倉台小学校
0.236 292 0.088 109 ★牧の原宝保育園0.226 200 0.197 174  高花小学校
0.066 183 0.049 135  西の原幼稚園0.124 200 0.112 181  西の原小学校
0.354 188 0.290 154 ★天神幼稚園0.166 200 0.102 123 ★原小学校
0.101 189 0.093 174  小林天神幼稚園0.145 200 0.137 189 ★六合小学校
0.125 192 0.111 170  きかり幼稚園0.152 200 0.138 181 ★宗像小学校
0.076 168 0.063 140  しおん幼稚園0.116 200 0.106 182  平賀小学校
0.099 207 0.102 214 ★原山幼稚園0.224 200 0.209 187 ★いには野小学校
0.148 295 0.132 263 ★木刈学童クラブ0.146 200 0.133 182 ★本埜第一小学校
0.123 295 0.112 268 ★原山学童クラブ0.151 200 0.137 182 ★本埜第二小学校
0.144 295 0.127 261 ★木下学童クラブ0.115 200 0.103 179  滝野小学校
0.178 295 0.148 245 ★小倉台学童クラブ0.122 200 0.108 177  印西中学校
0.148 295 0.135 269 ★西の原学童クラブ0.221 200 0.200 181 ★船穂中学校
0.141 295 0.123 258  高花学童クラブ0.125 200 0.114 183 ★木刈中学校
0.124 295 0.108 257 ★内野学童クラブ0.203 200 0.183 180 ★小林中学校
0.145 295 0.116 236 ★大森学童クラブ0.164 200 0.154 188 ★原山中学校
0.165 295 0.144 258 ★原・第２学童クラブ0.138 200 0.093 135 ★西の原中学校
0.062 295 0.057 272  小林学童クラブ0.115 200 0.104 181  印旛中学校
0.153 295 0.124 239 ★いには野学童クラブ0.146 200 0.132 181  本埜中学校
0.117 295 0.106 267 ★平賀学童クラブ0.190 200 0.178 187  滝野中学校
0.144 295 0.130 267 ★滝野学童クラブ0.076 197 0.068 176 ★大森幼稚園
0.237 295 0.185 230 ★内野第２学童クラブ0.214 197 0.188 173 ★瀬戸幼稚園
0.263 295 0.233 261 ★永治学童クラブ0.080 197 0.071 175  もとの幼稚園
0.119 295 0.089 220  小林第２学童クラブ0.202 295 0.186 271 ★木下保育園
0.133 296 0.110 244  クリオネクラブ0.231 295 0.211 270  大森保育園

胸測定方法…子どもと同じ程度の高さとするため、先生の腰付近のポケット、ズボン
などに積算線量計を装着し、子どもの滞在時間を目安に測定します。
　測定時間は、保育園が午前8時30分～午後4時30分、幼稚園が午前9時～午後2
時30分、小・中学校が午前8時～午後4時30分、学童保育が午後2時30分～午後
7時です。
※太字の施設の数値は、各支所・出張所・市ホームページでご確認ください。
※★印のついた施設は、機器の消し忘れがあり、24時間測定をした日があります。
測定値の詳細については、各幼稚園、保育園、小・中学校もしくは環境保全課放射線
対策室（緯内線366～368・■メール kankyouka@city.inzai.lg.jp ）にお問い合わせくださ
い。

砂場校庭測定
日

学校名
100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.145 0.164 0.149 0.078 0.067 0.068 8/31木下小学校

0.074 0.083 0.085 0.088 0.081 0.069 9/4小林小学校

0.127 0.114 0.082 0.088 0.104 0.089 9/4大森小学校

0.097 0.099 0.098 0.126 0.132 0.134 9/3船穂小学校

0.088 0.094 0.091 0.086 0.095 0.087 8/30永治小学校

0.096 0.077 0.082 0.063 0.062 0.074 8/29木刈小学校

0.104 0.094 0.081 0.073 0.094 0.100 9/5内野小学校

0.107 0.118 0.114 0.140 0.151 0.131 9/5原山小学校

0.097 0.087 0.065 0.099 0.097 0.099 9/3小林北小学校

0.097 0.091 0.091 0.074 0.090 0.082 8/29小倉台小学校

0.112 0.110 0.108 0.112 0.133 0.132 8/30高花小学校

0.155 0.120 0.121 0.078 0.079 0.069 8/29西の原小学校

0.112 0.104 0.101 0.132 0.132 0.142 8/29原小学校

0.167 0.154 0.136 0.103 0.097 0.101 8/27六合小学校

※新設工事のため測定を一時休止宗像小学校

0.095 0.085 0.071 0.116 0.113 0.123 8/27平賀小学校

0.157 0.166 0.156 0.058 0.064 0.056 8/27いには野小学校

0.136 0.121 0.105 0.152 0.172 0.181 8/29本埜第一小学校

0.151 0.130 0.124 0.166 0.192 0.197 8/29本埜第二小学校

※除線作業中のため測定を一時休止滝野小学校

0.108 0.104 0.072 0.125 0.142 0.114 9/5印西中学校

0.136 0.124 0.106 0.120 0.130 0.127 8/31船穂中学校

0.196 0.217 0.195 0.116 0.133 0.111 8/30木刈中学校

0.136 0.116 0.093 0.176 0.188 0.195 9/3小林中学校

0.098 0.089 0.069 0.091 0.120 0.089 9/5原山中学校

砂場校庭・園庭測定
日

学校名・
園名 100唖50唖5唖100唖50唖5唖

0.225 0.240 0.209 0.133 0.139 0.140 8/28西の原中学校
0.147 0.139 0.113 0.111 0.108 0.092 8/28印旛中学校
0.268 0.289 0.230 0.196 0.194 0.182 8/29本埜中学校
0.120 0.135 0.131 0.106 0.118 0.117 8/24滝野中学校

0.113 0.123 0.110 0.076 0.077 0.069 9/4大森幼稚園

0.108 0.102 0.097 0.077 0.074 0.074 8/27瀬戸幼稚園

0.111 0.125 0.102 0.092 0.116 0.108 8/29もとの幼稚園

0.145 0.163 0.140 0.116 0.108 0.107 8/30木下保育園

0.145 0.137 0.132 0.123 0.118 0.123 9/4大森保育園

0.110 0.118 0.109 0.076 0.084 0.082 9/3内野保育園

0.126 0.123 0.130 0.105 0.108 0.116 8/30木刈保育園

0.125 0.109 0.091 0.133 0.150 0.129 8/30高花保育園

0.107 0.102 0.096 0.111 0.144 0.130 8/28西の原保育園

0.134 0.155 0.152 0.121 0.131 0.144 8/28もとの保育園

屋上駐車場測定
日

施設名
100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.236 0.288 0.285 0.136 0.144 0.121 9/6印西市役所

0.070 0.075 0.065 0.143 0.137 0.124 8/28印旛支所

0.070 0.077 0.070 0.162 0.155 0.181 8/29本埜支所

　単位：詐Sｖ/ｈ＝マイクロシーベルト/時間
※今回の測定に使用した測定機器は、平成23年
5月31日～6月3日に検査機関が使用したもの
〔Nal(TI)シンチレーションサーベイメータTCS-161
（アロカ株式会社製）〕とは違います。
今回：ラディ（PA-1000）（珂堀場製作所製）

※「検出せず」とは放射性ヨウ素１３１、放射性セシウム１３４、放射性セシウム１３７それ
ぞれが存在しないか、または検出限界値未満であることを示します。検出限界値は
サンプルなどにより異なるので、詳しくは市ホームページをご覧ください。
【測定条件】
測定容器：マリネリ容器（４２０悪）　測定時間：１８００秒
【規制値】
煙放射性セシウム１３４と１３７の合計：100ﾍ゙ｸﾚﾙ/茜（一般食品）
■問 農政課振興班（緯内線376）。

胸印西産農産物の放射性物質検査結果胸
　8月1日～8月31日の検査結果は下記のとおりです（最新の測定結果は市ホームページ
をご覧ください)。

【単位：ﾍ゙ｸﾚﾙ/茜】
放射性セシウム134・

137の合計 
放射性

セシウム137
放射性

セシウム134
放射性

ヨウ素131検査品目 検査日

検出せず検出せず検出せず検出せず

トマト（２検体）、ミニトマト
（３検体）、キュウリ（３検体）、
ナス（５検体）、モロヘイヤ、
ピーマン（３検体）、カボチャ
（２検体）、オクラ、はぐらう
り、スイカ、インゲン、ゴー
ヤー、冬瓜、落花生

果菜類

野
菜
類

平
成
　
年
8
月
1
日
 ～
 8
月
　
日

24

31

検出せず検出せず検出せず検出せずみつ葉、長ネギ（２検体）、
エンサイ葉菜類

検出せず検出せず検出せず検出せずタマネギ、ミョウガ
（３検体）茎菜類

検出せず検出せず検出せず検出せずダイコン、ムカゴ、カブ、
サツマイモ、ショウガ根菜類

検出せず検出せず検出せず検出せずナシ（１４検体）、ブドウ（３
検体）、メロン、モモ果実類

1616.1検出せず検出せずゆずジャム加工品

放
射
線
量
測
定
職
員
を

　
　
　
　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す

 千
葉
県
緊
急
雇
用
創
出
事
業

都市公園の除染工事予定（10月）
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平成２４年（２０１２）１０月１日号（６）

パート英

い
。

【
個
人
面
談
・
入
園
決
定
】

学
務
課
よ
り
後
日
通
知
し
ま
す
。

■費 
入
園
料
2
街
0
0
0
円
、
保
育
料

6
街
0
0
0
円
（
月
額
）。

※
も
と
の
幼
稚
園
年
少
（
3
歳
児
）

の
保
育
料
は
8
街
0
0
0
円
（
月

額
）。

※
入
園
料
・
保
育
料
の
納
入
は
、
預

金
口
座
振
替
で
行
い
ま
す
。

【
通
園
】

胸
大
森
幼
稚
園
…
保
護
者
が
責
任
を

持
っ
て
幼
稚
園
ま
で
送
迎
し
て
く
だ

さ
い
。

胸
瀬
戸
幼
稚
園
…
印
旛
地
区
内
に
お

い
て
は
幼
稚
園
バ
ス
の
運
行
が
あ
り

ま
す
。

月
ま
で
。

胸
勤
務
時
間
…
平
日
・
午
前
8
時
　30

分
～
午
後
5
時
（
実
働
7
・
5
時
間

程
度
）。

※
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
要
相
談
。

■対 
健
康
で
食
育
に
関
心
の
あ
る
　
歳
65

未
満
の
人
で
栄
養
士
の
資
格
を
有
す

る
人
。

胸
賃
金
…
9
4
0
円
～
（
通
勤
手
当

有
り
）。

■申 
履
歴
書
（
自
筆
で
写
真
張
り
付

け
）
と
、
資
格
証
明
書
の
写
し
を
左

記
ま
で
提
出
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2

3
）。

公
共
下
水
道
事
業運

営
審
議
会
委
員

　
下
水
道
事
業
に
お
け
る
使
用
料
の

適
正
化
を
図
る
た
め
に
、
意
見
を
い

た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
で
、
平
日

20

昼
間
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。

胸
も
と
の
幼
稚
園
…
本
埜
地
区
内
に

お
い
て
は
、
幼
稚
園
バ
ス
の
運
行
が

あ
り
ま
す
。

【
幼
稚
園
事
前
見
学
】

　
各
幼
稚
園
と
も
に
随
時
対
応
し
て

い
ま
す
。
日
程
な
ど
は
直
接
幼
稚
園

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
大
森
幼
稚
園
（
緯
碓42 
2
5
0
2
）、

瀬
戸
幼
稚
園
（
緯
碓98 
0
4
3
4
）、
も

と
の
幼
稚
園
（
緯
碓97 
1
0
1
0
）、
学

務
課
学
務
班
（
緯
内
線
5
2
5
）。

保
育
士
、
栄
養
士
（
非
常
勤
）

　
市
立
保
育
園
な
ど
で
勤
務
す
る
非

常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
士
】（
登
録
制
）

胸
業
務
内
容
…
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

胸
勤
務
場
所
…
市
立
保
育
園
。

胸
勤
務
時
間
…
平
日
・
午
前
7
時
～

午
後
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
7
時
～

午
後
5
時
の
間
で
、

①
一
日
7
・
5
時
間
程
度
。

②
一
日
6
時
間
程
度
、
週
　
時
間
未

20

満
。

③
午
前
7
時
～
9
時
　
分
、
午
後
4

30

時
～
7
時
の
延
長
保
育
時
間
。

※
た
だ
し
、
園
の
状
況
に
よ
り
勤
務

時
間
が
多
少
異
な
り
ま
す
。

■対 
健
康
で
保
育
の
仕
事
に
情
熱
を
持

つ
　
歳
未
満
で
保
育
士
の
資
格
を
有

65
す
る
人
。

胸
賃
金
…
1
街
0
2
0
円
（
通
勤
手

当
有
り
）。

【
栄
養
士
】

胸
業
務
内
容
…
保
育
園
給
食
に
関
す

る
こ
と
（
献
立
作
成
・
保
育
園
児
の

食
育
に
関
す
る
こ
と
な
ど
）。

胸
勤
務
場
所
…
市
役
所
保
育
課
。

胸
勤
務
期
間
…
　
月
～
平
成
　
年
3

12

25

軽
油
は
県
内
で
購
入
を

軽
油
は
県
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

　
軽
油
引
取
税
は
、
軽
油
を
購
入
し

た
販
売
店
が
所
在
す
る
県
の
収
入
に

な
り
、
教
育
・
福
祉
・
道
路
整
備
な

ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

不
正
軽
油
　
外
宣
言

NO

　
不
正
軽
油
の
製
造
・
販
売
・
使
用

は
、
軽
油
引
取
税
の
脱
税
だ
け
で
は

な
く
、
県
民
の
健
康
や
地
域
の
環
境

に
悪
影
響
を
与
え
る
悪
質
な
犯
罪
行

為
で
す
。
不
正
軽
油
の
流
通
を
防
止

す
る
た
め
、「
買
わ
な
い
」「
売
ら
な

い
」「
使
わ
な
い
」

　
不
正
軽
油
の
販
売
や
使
用
の
防
止

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
千
葉
県
佐
倉
県
税
事
務
所
軽
油
引

取
税
課
（
緯
0
4
3
―
4
8
3
―
1

1
1
6
）。

平
成
　
年
度
市
立
幼
稚
園
入
園
児

25

胸
書
類
配
布
…
　
月
　
日
峨
～
　
月

10

16

11

9
日
画
。

※
事
前
配
布
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
し
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
受

付
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、

書
類
は
、
教
育
委
員
会
学
務
課
窓

口
・
各
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。

胸
受
付
日
時
・
場
所
…
左
表
の
と
お

り
。

※
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
、

各
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

胸
入
園
資
格
…
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
　
年
4
月
2
日
～
平
成
　
年
4

20

21

月
1
日
生
ま
れ
（
4
歳
児
）。 
も
と

の
幼
稚
園
の
み
平
成
　
年
4
月
2
日

21

～
平
成
　
年
4
月
1
日
生
ま
れ
（
3

22

歳
児
）。

■定 
下
表
の
と
お
り
。

※
受
付
人
数
が
定
員
数
を
超
え
た
場

合
は
、
公
開
抽
選
と
な
り
ま
す
。
そ

の
場
合
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

■他 
認
め
印
が
必
要
で
す
。
受
付
当
日
、

簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、
保

護
者
と
お
子
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ

（
0
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
）
5
0
0

円
（
全
席
指
定
・
発
売
初
日
の
み
1

人
6
枚
ま
で
）。

※
障
害
者
割
引
は
、
一
般
料
金
よ
り

5
0
0
円
引
き
（
子
ど
も
料
金
の
障

害
者
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
チ

ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障
害
者
手

帳
な
ど
に
よ
る
確
認
を
行
い
ま

す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
で
　
月
　
日
臥
・
午
前
9

10

13

時
か
ら
発
売
開
始
。
残
券
が
あ

る
場
合
は
、　
月
　
日
峨
か
ら

10

16

文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
電
話
受
付

開
始
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
（
開

12

22

11

場
は
　
時
　
分
）。

10

30

■費 
一
般
2
街
0
0
0
円
、
子
ど
も

１２／２２
（土）

ク
リ
ス
マ
ス
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

■費 
大
人
3
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
小
・
中
学
生
）
2
街
0
0
0
円
（
全

席
指
定
）。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
か
ら
5
0
0

円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
学

生
証
ま
た
は
障
害
者
手
帳

な
ど
に
よ
る
確
認
を
行
い

ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不

可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化

ホ
ー
ル
と
イ
ー
プ
ラ
ス

（
■ＨＰ h

ttp
://e
p
lu
s.j

p

）
で
発
売
中
。

　
ド
イ
ツ
を
拠
点
に
、
世
界
で
活
躍

中
の
人
気
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
リ
サ

イ
タ
ル
を
行
い
ま
す
。

■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
後
3
時
～
（
開

11
場
は
2
時
　
分
）。

30

１１／４
（日）

ア
リ
ス
＝
紗
良
・
オ
ッ
ト
　

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

文化ホール
中央駅前地域交流館

小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文

化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

募
集

胸募集日時と会場胸
会場期日

本埜保健センター 
集団指導室

11月1日牙
11月2日画

印西市役所
 ２4会議室

11月6日峨
11月7日我

瀬戸幼稚園
11月8日牙
11月9日画

※時間は午前９時～午後４時。

胸入園資格と定員胸

保育
年数

定員数年齢幼稚園

2年70人平成20年4月2日～
平成２1年4月1日
生まれの４歳児

大森

2年105人瀬戸

3年105人
平成２1年4月2日～
平成22年4月1日
生まれの３歳児

もとの

出演の奥村愛さ出演の奥村愛さんん

　
た
だ
し
、
ほ
か
の
審
議
会
の
委
員

職
に
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

　
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■定 
3
人
以
内
。

胸
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
。

胸
報
酬
…
7
街
5
0
0
円
／
日
。

■申 
　
月
　
日
画
（
当
日
消
印
有
効
）

10

26

ま
で
に
、
①
審
議
会
の
委
員
応
募
申

込
書
（
定
め
ら
れ
た
様
式
に
必
要
事

項
を
す
べ
て
記
入
）、
②
小
論
文

（「
下
水
道
の
役
割
」
と
題
し
て
原
稿

用
紙
に
8
0
0
字
程
度
で
ま
と
め
た

も
の
。
様
式
は
任
意
）
を
左
記
ま
で

郵
送
。

※
関
連
書
類
は
、
下
水
道
課
窓
口
に

設
置
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
選
考
結
果
は
、
全
員
に
通
知
し
ま

す
。

■問 
下
水
道
課
業
務
班
　（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
7
8
9
）。

平
成
　
年
1
月
か
ら
、

26

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大

　
個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々

年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
の
合

計
額
が
3
0
0
万
円
を
超
え
る
人
に

必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書

類
の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所
得
を
生

ず
べ
き
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
人

（
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
人

を
含
む
）
に
つ
い
て
、
平
成
　
年
1

26

月
か
ら
同
様
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
や

記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.n
ta.g
o
.jp

）
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
）。

税
金

▲お友達をたくさんつくりましょう
（写真は瀬戸幼稚園）
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
支
給
さ
れ

ま
す
（
左
上
表
）。

※
寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
は
、
一

方
し
か
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
 。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

前
納
が
お
得

　
国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
前
払

い
す
る
と
割
引
が
あ
る
「
前
納
」
と

い
う
制
度
が
あ
り
、
口
座
振
替
に
よ

る
「
前
納
」
と
現
金
納
付
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
「
前

納
」
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
で
「
前
納
」
さ

れ
る
と
現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
「
前
納
」
よ
り

も
割
引
額
が
多
く
お
得
で
す
。

　
現
金
納
付
を
例
に
し
ま
す
と
、
こ

れ
か
ら
翌
年
3
月
分
ま
で
の
保
険
料

を
ま
と
め
払
い
す
る
と
、

　
例
え
ば
、　
月
分
か
ら
翌
年
3
月

10

分
ま
で
（
6
カ
月
分
）
を
ま
と
め
て

納
付
す
る
場
合
、
前
納
す
る
と
8

9
街
1
5
0
円
で
毎
月
納
め
て
い
た

だ
く
よ
り
も
7
3
0
円
お
得
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
納
付
期
限
は
　
月
　
日
と

10

31

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
納
め
る
よ
り
お
得
な
う
え
、

納
め
忘
れ
も
防
ぎ
と
て
も
便
利
で
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
ご
確
認
を
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7
―

子
宮
頸
が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
の
会
場
変
更

　
　
月
か
ら
開
始
す
る
子
宮
頸
が
ん

10
集
団
検
診
、　
月
か
ら
開
始
す
る
乳

11

が
ん
集
団
検
診
の
会
場
を
変
更
し
ま

す
。
受
診
者
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
願

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
対
象
者
に
送

付
す
る
検
診
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
子
宮
頸
が
ん
集
団
検
診
】

■時 
　
月
　
日
俄
。

10

15

■場 
〈
変
更
前
〉
本
埜
フ
ァ
ミ
リ
ア
館

→
〈
変
更
後
〉
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ー
。

【
乳
が
ん
集
団
検
診
】

■時 
　
月
　
日
牙
、　
日
画
。

11

15

16

■場 
〈
変
更
前
〉
本
埜
フ
ァ
ミ
リ
ア
館

→
〈
変
更
後
〉
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ー
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
班

（
緯
碓42 
5
5
9
5
）。

予
防
接
種

【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
】

胸
接
種
期
間
…
　
月
1
日
俄
～
　
月

10

12

　
日
俄
。

31　
た
だ
し
、
年
末
は
医
療
機
関
が
休

診
と
な
る
の
で
、
早
め
に
接
種
の
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 
市
内
在
住
で
、
昭
和
　
年
　
月
　

22

11

30

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
お
よ
び
、　60

歳
～
　
歳
の
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

64

の
機
能
障
害
に
よ
り
身
体
障
害
者
手

帳
1
級
を
有
す
る
人
。

胸
通
知
…
対
象
者
に
は
、
9
月
末
に

予
診
票
を
発
送
し
ま
し
た
（
今
年
か

ら
は
が
き
通
知
か
ら
予
診
票
通
知
に

変
更
し
て
い
ま
す
）。

※
9
月
1
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

胸
自
己
負
担
金
…
1
街
0
0
0
円
。

※
詳
し
い
実
施
方
法
・
実
施
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、
同
封
し
た
案
内
文

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
（
　
価
）】

23

　
高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
と
な
る
病

原
体
の
中
で
最
も
頻
度
の
高
い
「
肺

炎
球
菌
」
に
よ
る
肺
炎
を
予
防
す
る

ワ
ク
チ
ン
で
す
。

■対 
　
歳
以
上
の
人
（
過
去
5
年
以
内

65
に
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
さ

れ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
接
種
で
き
ま

せ
ん
）。

■場 
市
内
委
託
医
療
機
関
の
み
。

胸
予
診
票
…
市
内
委
託
医
療
機
関
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

■費 
4
街
0
0
0
円
（
生
活
保
護
者
は
、

無
料
）。

※
公
費
助
成
は
、
生
涯
1
回
の
み
。

■問 
健
康
増
進
課
母
子
保
健
班
（
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
内
・
緯
碓42 
5
5
9

（７）平成２４年（２０１２）１０月１日号

　
ま
た
、
右
記
の
届
け
出
を
し
た
人

で
修
学
終
了
と
な
っ
た
場
合
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内

線
2
8
6
～
2
8
7
）。

年
金
相
談
所
を
開
設

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
に

関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
関
す
る

こ
と
お
よ
び
年
金
請
求
手
続
き
や
加

入
記
録
の
確
認
な
ら
び
に
、
そ
の
ほ

か
年
金
制
度
に
関
す
る
こ
と
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
時

間
は
、
一
人
　
分
で
す
。

30

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

10

25

10

3
時
　
分
。

15

■場 
印
旛
支
所
住
民
相
談
室
。

■定 
8
人
（
予
約
制
）。

■申 
　
月
　
日
我
ま
で
に
左
記
ま
で

10

10

（
先
着
順
）。

※
申
し
込
み
の
際
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

国
民
年
金
の
独
自
の
給
付

　
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の

ほ
か
に
次
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

【
付
加
年
金
】

　
定
額
の
保
険
料
に
月
額
4
0
0
円

の
付
加
保
険
料
を
合
わ
せ
て
納
め
る

こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

さ
れ
て
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

　
付
加
年
金
額
は
、
2
0
0
円
×
付

4
2
4
―
8
8
5
4
）、
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

加
保
険
料
納
付
月
数
で
算
出
さ
れ
、

物
価
ス
ラ
イ
ド
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
付
加
保
険
料
は
、
お
申
し
出
の

あ
っ
た
月
分
か
ら
納
め
ら
れ
ま
す
が
、

加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金
の
支

払
い
を
し
て
い
る
第
1
号
被
保
険
者

ま
た
は
、
任
意
加
入
し
て
い
る
人
で
、

学
生
納
付
特
例
や
免
除
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し

て
い
る
人
は
付
加
年
金
に
加
入
で
き

ま
せ
ん
。

【
寡
婦
年
金
】

　
加
入
期
間
が
第
1
号
被
保
険
者
期

間
の
み
で
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
　
年
（
3

25

0
0
月
）
以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ

た
と
き
、
夫
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
妻
（
婚
姻
期
間
が
　
年
以
上
）

10

に
、
夫
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
老

齢
基
礎
年
金
額
（
付
加
年
金
は
除

く
）
の
4
分
の
3
の
額
を
、　
歳
～

60

　
歳
の
間
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

65　
た
だ
し
、
死
亡
し
た
夫
が
老
齢
基

礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て

い
た
場
合
は
、
寡
婦
年
金
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

【
死
亡
一
時
金
】

　
第
1
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入
被

保
険
者
を
含
む
）
と
し
て
国
民
年
金

保
険
料
を
3
年
（
　
月
）
以
上
納
め

36

た
人
が
、
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く

な
っ
た
と
き
、
生
計
を
同
一
に
し
て

い
た
遺
族
が
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

5
）。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午

10

23

10

（
受
け
付
け
9
時
　
～
）。

30

■場 
印
旛
合
同
庁
舎
大
会
議
室
（
佐
倉

市
鏑
木
仲
田
町
）。

■内 
講
演
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
の
食

事
と
栄
養
に
つ
い
て
」
と
交
流
会
。

噛
講
師
…
長
谷
川
実
穂
氏
（
国
立
病

院
機
構
相
模
原
病
院
臨
床
研
究
セ
ン

タ
ー
管
理
栄
養
士
）。

■対 
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
お
よ
び
家
族
。

■定 
約
　
人
（
お
子
さ
ん
の
入
場
は
で

30

き
ま
せ
ん
）。

■申 
　
月
　
日
俄
ま
で
に
、
電
話
で
左

10

15

記
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■問 
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
福
祉
課
栄
養
担
当
（
印
旛
保
健
所

内
・
緯
0
4
3
―
4
8
3
―
1
1
3

4
）。

健
康

国
保
・
年
金

国
民
健
康
保
険

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

【
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

場
合
・
加
入
し
た
場
合
】

　
会
社
を
辞
め
た
な
ど
の
理
由
で
健

康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
、

本
人
と
被
扶
養
者
は
国
民
健
康
保
険

（
以
下
、
国
保
）
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
退
職
日
の
翌
日
か
ら
加

入
資
格
が
発
生
し
ま
す
の
で
、　
日
14

以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
国
保
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
て
も
、

加
入
日
は
資
格
取
得
日
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
、
こ
の
期
間
の
保
険
税
も
納
付

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
社
の
健
康
保
険
に
新
た

に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
の
資
格

喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
資
格

が
な
く
な
っ
た
後
、
国
民
健
康
保
険

証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、

国
保
の
医
療
費
は
返
還
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
現

在
か
か
っ
て
い
る
医
療
機
関
に
そ
の

旨
を
伝
え
、
新
し
い
保
険
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

【
修
学
の
た
め
、
市
外
に
住
所
を

定
め
る
と
き
】

　
修
学
の
た
め
に
市
外
に
転
出
す
る

と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け

出
を
し
な
い
と
当
市
の
国
保
の
資
格

を
失
い
ま
す
。

10月3110月31日日我我はは
国民健康保険国民健康保険税税・・

後後期期高高齢齢者者医医療療保保険険料料のの
納期納期限限

　10月31日我は、第4期納期限
です。納め忘れのないようにお願
いします。
　口座振替をご利用の人は、残高
不足のないよう、ご確認ください。
　納付が困難な場合は、そのまま
にせず、下記窓口でご相談くださ
い。
■問 国保年金課保険税班（緯内線
281～284）、国保年金課高齢者
医療年金班（緯内線289・299）。

胸死亡一時金額表胸
一時金の額保険料納付済み期間

120,000円36月以上180月未満

145,000円180月以上240月未満

170,000円240月以上300月未満

220,000円300月以上360月未満

270,000円360月以上420月未満

320,000円420月以上　　　　　

※付加保険料を３６月以上納付している場合は、８,５００円
が加算されます。
※４分の３納付月数は４分の３月、半額納付月数は２
分の１月、４分の１納付月数は４分の１月として計算。

胸国民年金「前納」の割引・納付期限胸
納付期限割引額前納額納付開始月
10/31730円89,150円10月から
11/30490円74,410円11月から
H25.1/4290円59,630円12月から
H25.1/31150円44,790円H25.1月から
H25.2/28  50円29,910円H25.2月から

※金額は、現金納付の場合です。
※前納を希望する人は、船橋年金事務所までご連絡ください。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平成２４年（２０１２）１０月１日号（８）

パート衛

■定 
　
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

20
選
）。

■費 
3
0
0
円
（
資
料
代
）。

■申 
　
月
2
日
峨
～
　
日
峨
（
午
前
9

10

16

時
～
午
後
5
時
）
の
間
に
、
あ
て
先

に
受
講
希
望
者
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
た
は
が
き
（
裏

面
は
白
紙
）を
、
窓
口
ま
で
持
参（
　10

月
8
日
華
、
9
日
峨
、　
日
俄
の
休

15

館
日
を
除
く
）。

■問 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

ふ
れ
ぶ
ん
「
ら
く
ら
く
筋
ト
レ
」

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
寝
た
き
り
予
防
に

効
果
的
。
自
宅
で
で
き
る
簡
単
筋
ト

レ
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

20

10

■対 
　
歳
以
上
の
人
。

40
■定 
　
人
。

20

■申 
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先

着
順
）。

■問 
印
旛
公
民
館
。

噛
講
師
…
佐
藤
誠
氏
（
千
葉
県
立
中

央
博
物
館
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
無
料
。

■申 
電
話
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
も
し
く

は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
（
胃
碓99 
2

2
2
3
・
■メール siry

o
u
k
an
@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

体
験
教
室
「
縄
文
土
器
づ
く
り
」

　
市
域
で
採
取
し
た
粘
土
や
砂
を

使
っ
て
縄
文
土
器
を
つ
く
り
ま
す
。

最
終
日
の
焼
成
時
に
は
土
器
で
煮
炊

き
体
験
も
行
い
ま
す
（
全
4
回
）。

■時 
　
月
　
日
蚊
、　
月
4
日
蚊
、　

10

28

11

11

日
蚊
、　
月
9
日
蚊
・
午
前
9
時
　

12

30

分
～
午
後
4
時
（
予
備
日
　
月
　
日

12

16

蚊
）。

■対 
小
学
校
4
年
生
以
上
の
人
で
、
4

回
す
べ
て
参
加
で
き
る
人
。

■定 
　
人
。

15
■費 
材
料
費
6
0
0
円
（
予
定
）。

■他 
昼
食
・
飲
み
物
持
参
、
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
で
。

■申 
　
月
2
日
峨
か
ら
、
電
話
、
F
A

10
X
、
メ
ー
ル
も
し
く
は
左
記
窓
口
ま

で
（
先
着
順
）。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
メ
ー
ル
に
は
、
氏
名
・

年
齢
（
学
年
）・
住
所
・
連
絡
先
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
（
胃
碓99 
2

2
2
3
・
■メール siry

o
u
k
an
@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

■対 
中
学
生
以
上
。

■定 
　
人
。

20
■申 
　
月
4
日
牙
・
午
前
9
時
か
ら
電

10
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
小
倉
台
図
書
館
（
緯
碓47 
5
5
1

1
）。

親
子
で
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ぼ
う
外

順
天
堂
大
学
生
涯
学
習
公
開
講
座

　
酒
々
井
町
教
育
委
員
会
と
共
催
で
、

順
天
堂
大
学
の
教
員
と
学
生
た
ち
に

よ
る
親
子
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
開
講
し
ま
す
。

■時 
【
第
1
回
】　
月
　
日
蚊
、【
第

11

18

2
回
】　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午

25

10

（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
順
天
堂
大
学
さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ
ス

（
平
賀
学
園
台
）。

■内 
【
第
1
回
】「
体
操
教
室
」、
噛
講

師
…
原
田
睦
巳
准
教
授
・
小
西
康
仁

助
教
授
【
第
2
回
】「
サ
ッ
カ
ー
教

室
」、
噛
講
師
…
青
葉
幸
洋
助
教
授
。

■対 
2
回
と
も
参
加
で
き
る
市
内
在

住
・
在
勤
の
小
学
1
～
6
年
生
の
親

子
。

■定 
　
組
　
人
。

15

30

■申 
　
月
9
日
峨
（
※
土
日
・
祝
日
を

10
除
く
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
座

　「
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
っ
て

み
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
を
対
象

に
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
基
本
操
作
、

標
準
機
能
を
学
び
、
年
賀
状
作
り
を

体
験
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
我
、　
日
我
・
午
前
9

11

14

21

時
　
分
～
　
時
　
分
（
全
2
回
）。

30

12

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
。

噛
講
師
…
印
西
I
T
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

■対 
二
日
間
参
加
で
き
る
市
内
在
住
・

在
勤
で
マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の
操

作
が
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
初

め
て
受
講
す
る
人
を
優
先
）。

茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅

第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭をををををををををを開開開開開開開開開開第１７回市民文化祭を開催催催催催催催催催催催
　芸術・文化の祭典「第１７回印西市民文化祭」を下記の
とおり開催します。展示部門は中央公民館から本埜公民
館に開場を移して、本埜公民館サークル発表会（展示部
門・発表部門・子ども文化教室）と同時開催いたします。
各部門での素晴らしい活動の成果をぜひご覧ください。
■問 生涯学習課文化班（緯内線５４４）。

会　場期　日部　門

本埜公民館

11/2画～11/4蚊
9：00～16：00

※華道展のみ11/3華、 
11/4蚊
※最終日は15：00まで

絵画
美術工芸
写真
書道
華道
手工芸
テーブル
ガーデニング
山野草・盆栽
菊花

市内中学校生徒
作品展

第二回本埜公民館
サークル発表会

文化ホール10/27臥・13：00～17：00
10/28蚊・９：30～15：30鉄道模型運転会

本埜公民館
11/2画～4蚊・10：00～15：00陶芸体験
11/3華、４蚊・10：00～15：00お茶会

文化ホール

10/14蚊・10：00～歌謡の集い
10/27臥・10：30～舞踊の集い
10/28蚊・13：30～能楽の集い
11/3華・13：30～合唱の集い
11/11蚊・13：00～民謡の集い

11/18蚊・11：30～ダンス
フェスティバル

中央公民館
10/27臥・10：00～俳句大会
10/28蚊・10：00～短歌大会

総合福祉
センター

10/21蚊・9：30～将棋大会
11/11蚊・9：30～囲碁大会

講
座
・
催
し

中
央
駅
前
地
域
交
流
館

緯
碓４６ 
５
１
１
１

印
旛
公
民
館緯碓98 

0
4
2
7

年
賀
状
を
パ
ソ
コ
ン
で
♪

～
パ
ソ
コ
ン
教
室
～

　
今
年
こ
そ
パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
年
賀
状
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

好
評
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
内
容
が
充

実
し
ま
し
た
。
白
井
市
青
少
年
女
性

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
講
師
が

や
さ
し
く
、
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

　
年
賀
状
を
作
成
し
な
が
ら
、
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
、
文
字
入
力
な
ど

学
べ
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
（
　
）
OS

は
　
、
ソ
フ
ト
はO

ffice
2
0
0
3

を

XP
使
用
し
ま
す
。　

■内 
右
下
表
の
と
お
り
。
複
数
コ
ー
ス

受
講
可
能
で
す
。
ど
の
コ
ー
ス
を
受

講
し
て
も
年
賀
状
が
作
れ
ま
す
。

印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館

緯
碓9９ 
0
０
０
２

資
料
館
講
座

「
印
波
の
鳥
見
の
丘
」を

探
し
求
め
て

　
常
陸
風
土
記
に
記
さ
れ
た
景
行
天

皇
が
立
っ
た
地
「
下
総
国
印
波
鳥
見

丘
」
は
ど
こ
か
。
こ
れ
ま
で
小
林
の

鳥
見
神
社
が
そ
の
場
所
と
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
新
史
料
に
よ
る
研
究

成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

■時 
　
月
7
日
蚊
・
午
後
2
時
～
4
時
。

10 総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

緯
碓４２ 
０
１
４
４

高
齢
者
の
料
理
教
室

　
カ
ロ
リ
ー
控
え
め
で
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
午
後

10

24

10

1
時
。

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
。

60

■定 
　
人
。

16
■費 
材
料
費
…
8
0
0
円
。

■申 
　
月
2
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
、

10
電
話
か
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

そ
の
ほ
か

講
座「
伝
え
る
か
た
ち

～
本
と
紙
の
歴
史
～
」

　
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
存
在
で
あ

る
本
と
紙
に
つ
い
て
、
誕
生
か
ら
今

に
至
る
ま
で
の
日
本
を
中
心
に
お
話

し
ま
す
。

■時 
　
月
3
日
華
・
午
前
　
時
～
正
午
。

11

10

■場 
小
倉
台
図
書
館
。

左
記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

（
緯
内
線
5
4
3
）。

自
然
探
検
隊

「
里
山
で
自
然
み
っ
け
！
」

　
印
旛
日
本
医
大
駅
近
く
の
里
山
で

自
然
探
し
を
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

10

27

30

正
午
。

■対 
原
則
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
未

就
学
児
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）。

■定 
　
人
程
度
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
筆
記
用
具
、
水
筒
、
あ
れ
ば
双
眼

鏡
、
ル
ー
ペ
持
参
。

■申 
　
月
　
日
俄
（
当
日
消
印
有
効
）

10

15

ま
で
に
、
は
が
き
、
F
A
X
、
メ
ー

ル
で
①
参
加
申
し
込
み
を
す
る
自
然

探
検
隊
の
タ
イ
ト
ル
②
住
所
③
参
加

者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
職
業
（
学

年
）
④
連
絡
先
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
左
記
ま
で
（
集
合
場
所
な
ど
は

後
日
連
絡
し
ま
す
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

7
2
4
2
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a@
c

ity
.in
zai.lg

.jp

）。

胸パソコン教室日程表胸
実施日コース

11月2日画、9日画、
16日画ワード基本コース

11月22日牙、29日牙エクセル基本コース
11月30日 画、12月
7日画ワード応用コース

時間は、午前10時～正午。
対象は、市内在住の人。
定員は、各コース9人。
参加費は、無料。

ふ
れ
あ
い
文
化
館

緯
碓４５ 
３
８
０
０

■費 
無
料
。

■他 
水
分
補
給
の
飲
み
物
、
汗
ふ
き
用

タ
オ
ル
持
参
。
運
動
し
や
す
い
服
装

で
。

■申 
　
月
2
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
電

10
話
ま
た
は
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
。

　まつりのテーマは、北総地域の象徴である里山の保全と地球環境で
す。北総地域の美しい里山自然のパネル展ほか、地元在住のナチュラ
リスト、ケビン・ショートさんの里山観察会を開催。
　また、約8,000愛のコスモス畑もみなさんに楽しんでいただけます。
　催し物、出演者などの詳細およびコスモスの開花状況は、ラーバン
千葉ネットワークのホームページで順次公開してまいります。
■時 １０月６日臥、７日蚊・午前１０時～午後4時。
■場 牧の原公園「コスモスの丘」（北総線印西牧の原駅北口）。　
※駐車場は、会場内および牧の原モア（3時間無料）、BIGHOP（４時
間無料）。
■内 里山収穫祭、里山音楽祭、里山観察会、フリーマーケットほか。
■問 NPO法人ラーバン千葉ネットワーク・一島（緯碓42 4143※午前10
時～午後5時・胃碓42 0001・■ＨＰ http://rcn-forum.org/・■メール info@rcn-
forum.org）。　

美しいまち咲かせよ美しいまち咲かせようう外外
「第１６回コスモス・里山まつり「第１６回コスモス・里山まつり」」



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

本
大
震
災
救
護
活
動
写
真
展
、
国
際

救
護
活
動
写
真
展
・
病
院
長
と
め
ぐ

る
病
院
探
検
ツ
ア
ー
・
公
開
健
康
講

座
「
予
防
接
種
に
つ
い
て
」
～
赤

ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
～
な
ど
、
そ
の
ほ
か
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

■費 
無
料
。

■問 
成
田
赤
十
字
病
院
経
営
管
理
課

（
緯
碓22 
2
3
1
1
嘩
）。

ち
ば
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
2

　
　
月
4
日
～
　
日
の
「
人
権
週

12

10

間
」
に
ち
な
み
、
人
権
に
つ
い
て
考

え
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
催
し
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■時 
　
月
4
日
峨
・
午
後
1
時
～
4
時
。

12
■場 
千
葉
県
文
化
会
館
（
千
葉
市
中
央

区
市
場
町
）。

■内 
鎌
田
實
氏
（
医
師
・
作
家
）
に
よ

る
特
別
講
演
「
が
ん
ば
ら
な
い
」
け

ど
「
あ
き
ら
め
な
い
」
～
命
を
支
え

る
と
い
う
こ
と
～
、
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ブ
レ
ス
（
手
話
バ
ン
ド
）
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
。

■定 
1
街
4
0
0
人
。

■費 
無
料
。

■申 
　
月
2
日
画（
必
着
）ま
で
に
、
往

11
復
は
が
き
の
往
信
用
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
入
場
希

望
人
数
（
1
通
に
つ
き
2
人
ま
で
）・

託
児
サ
ー
ビ
ス
・
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
の
希
望
の
有
無
と
返
信
用
あ
て

先
を
記
入
の
上
、
左
記
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

■問 
ち
ば
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
事
務
局
（
〒
2
6
0
―
0

8
5
5
千
葉
県
庁
内
郵
便
局
留
・
緯

0
4
3
―
2
2
3
―
2
3
4
8
）。

か
す
「
北
総
ウ
オ
ー
ク
」
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
（
北
総
鉄
道
株
式
会
社
主

催
、
北
総
線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議

会
後
援
）。

　
今
回
の
コ
ー
ス
は
、
印
旛
日
本
医

大
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
、
松
虫
寺
や
栄

福
寺
な
ど
の
名
勝
史
跡
を
訪
れ
、
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
豊
か
な
自
然
に

ふ
れ
な
が
ら
印
西
牧
の
原
駅
へ
と
向

か
う
、
約
　
娃
の
コ
ー
ス
で
す
。

13

■時 
　
月
　
日
臥
・
受
付
時
間
午
前
9

10

13

時
～
　
時
　
分
（
地
図
配
布
後
、
順

10

30

次
ス
タ
ー
ト
）。

※
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止
。

■場 
北
総
線
印
旛
日
本
医
大
駅
コ
ン

コ
ー
ス
（
集
合
）。

■内 
印
旛
日
本
医
大
駅
→
松
虫
寺
→
松

虫
姫
公
園
→
日
本
医
科
大
学
千
葉
北

総
病
院
→
栄
福
寺
→
牧
の
原
公
園
→

印
西
牧
の
原
駅
。

■費 
無
料
。

■申 
当
日
現
地
に
て
受
け
付
け
。

※
完
歩
者
に
は
完
歩
証
と
飲
み
物
を

進
呈
。

■問 
北
総
鉄
道
㈱
運
輸
部
（
緯
0
4
7

―
4
4
5
―
7
1
6
1
・
■ＨＰ h

ttp
:/

/w
w
w
.h
o
k
u
so
-railw

ay
.c

o
.jp

）。

成
田
赤
十
字
病
院
ふ
れ
あ
い
広
場

　
地
域
の
み
な
さ
ま
と
病
院
職
員
の

交
流
を
通
じ
て
、
赤
十
字
病
院
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日
ご

ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
み
な
さ
ん

に
感
謝
す
る
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

27

10

2
時
。 

■場 
成
田
赤
十
字
病
院
。　

■内 
救
急
車
・
こ
ど
も
救
護
服
で
の
写

真
撮
影
・
健
康
相
談
と
各
種
測
定
・

よ
し
も
と
若
手
お
笑
い
芸
人
・
東
日

（９）平成２４年（２０１２）１０月１日号

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

11

13

10

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。

噛
講
師
…
柏
直
美
氏
。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
，
3
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
は
さ
み
、
リ
ー
ス
を

入
れ
る
箱
か
紙
袋
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

地
区
健
康
推
進
員
活
動
南
地
区

～
県
立
花
の
丘
公
園
の
早
秋
の

自
然
～

　
そ
よ
ぐ
風
、
か
わ
い
い
野
草
、
花

の
丘
公
園
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
ょ

う
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
9
時
　
分
～

10

17

45

正
午
（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
。
小

40

雨
決
行
）。

■場 
県
立
花
の
丘
公
園
花
と
緑
の
文
化

館
前
集
合
。

■内 
野
草
の
話
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
。

■申 
当
日
受
け
付
け
。

■問 
地
区
健
康
推
進
員
・
乾
（
0
9
0

―
4
9
1
0
―
9
3
0
8
）。

地
区
健
康
推
進
員
活
動
印
旛
地

区～
松
虫
姫
伝
説
コ
ー
ス
を
歩
こ

う
～
　
運
動
の
秋
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
な
が
ら
、
印
旛
地
区
の
名
所
や

自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
身
体
も
心
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午

10

17

10

（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
）。

40

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
正
面

玄
関
集
合
。

■内 
名
所
案
内
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
。

■定 
　
人
。

20
■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
地
区
健
康
推
進
員
・
大
澤
（
緯
碓99 

0
0
4
4
）、
森
田
（
緯
碓98 
2
4
5

4
）。

合
。

【
パ
ー
ト
英
、
衛
共
通
】

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で

も
。

■定 
　
人
程
度
。

30
■費 
（
保
険
料
・
資
料
代
・
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
鑑
賞
代
な
ど
）（
パ
ー
ト
英
）
2

0
0
円
、（
パ
ー
ト
衛
）
1
0
0
円
。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡

持
参
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

※
終
了
は
午
後
3
時
　
分
ご
ろ
、
雨

30

天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

国
際
交
流
協
会
主
催

中
国
語
講
座
【
初
級
コ
ー
ス
】

追
加
募
集

■時 
　
月
5
日
画
か
ら
毎
週
金
曜
日
・

10
午
後
2
時
～
4
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

噛
講
師
…
小
張
玲
子
氏
。

■対 
一
般
。

■定 
　
人
程
度
。

10
■費 
月
2
街
0
0
0
円
程
度
。

■申 
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
コ
ー
ス
名
（
中
国
語
初
級
コ
ー

ス
）
を
記
入
の
上
、
吉
原
（
〒
2
7

0
―
1
3
1
5
印
西
市
小
林
浅
間
1

―
5
―
2
）
へ
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
（
先
着
順
）。

■問 
兵
藤
（
■携 
0
9
0
―
2
4
4
5
―

0
4
6
8
）。

国
際
交
流
協
会
主
催

ケ
ビ
ン
・
シ
ョ
ー
ト
さ
ん
と

秋
探
し
衛

い
ん
ざ
い
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

■内 
ケ
ビ
ン
さ
ん
や
、
市
内
に
住
む
外

国
人
と
一
緒
に
、
本
市
の
自
然
の
よ

さ
を
探
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
気
分
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午

11

10

（
集
合
時
間
は
9
時
　
分
）。

50

※
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
、
参
加
費
は
無

料
で
す
。

　
参
加
の
際
は
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服
装
、
履

き
慣
れ
た
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

印
西
市
女
性
の
会

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
簡
単
な
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
。
運
動
後
は
全
身
の
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

14

10

■場 
印
旛
公
民
館
（
瀬
戸
）。

噛
講
師
…
飯
岡
佑
美
氏
（
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）。

■定 
　
人
。

30
■他 
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
持
参
、
運
動
で
き
る
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■申 
　
月
　
日
我
ま
で
に
、
住
所
・
氏

10

10

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
F
A

X
に
て
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
女
性
の
会
・
岩
崎
成
子

（
〒
2
7
0
―
1
6
0
6
印
西
市
平

賀
学
園
台
3
―
1
7
―
7
・
緯
碓98 
2

4
8
7
・
胃
碓98 
0
1
4
1
）。

里
山
散
策
会
「
秋
風
と
と
も
に
」

【
パ
ー
ト
英
】

　
白
井
と
船
橋
の
市
境
に
広
が
る
里

山
お
よ
び
船
橋
県
民
の
森
の
中
を
散

策
し
ま
す
。
森
の
中
で
ヨ
シ
古
川
氏

（
船
橋
市
在
住
）
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ

カ
・
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
の
鑑
賞
も
あ
り
ま

す
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
9
時
　
分
ま

10

10

30

で
に
北
総
線
白
井
駅
前
に
集
合
。

【
パ
ー
ト
衛
】

　
松
虫
寺
の
近
く
の
里
山
を
散
策
し
、

後
半
は
社
会
福
祉
法
人
「
印
旛
学

舎
・
松
虫
」
を
訪
問
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
9
時
　
分
ま

10

31

30

で
に
北
総
線
印
旛
日
医
大
駅
前
に
集

■場 
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
（
集

合
は
花
と
緑
の
文
化
館
前
）。

※
雨
天
の
場
合
は
、
会
議
室
で
ミ
ニ

工
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で

も
。

※
小
学
生
以
下
の
場
合
は
、
親
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

50
■費 
小
学
生
以
上
3
0
0
円
（
保
険
料

な
ど
）。

■申 
　
月
　
日
峨
ま
で
に
、
電
話
で
左

10

30

記
へ
。

■問 
吉
岡
（
緯
碓46 
6
8
7
9
）、
國
方

（
緯
碓97 
4
7
7
3
※
夜
間
）。

第
　
回
印
旛
沼
流
域
環
境
・

10

体
験
フ
ェ
ア

　
屋
形
船
試
乗
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

を
通
じ
て
、
印
旛
沼
の
水
環
境
再
生

に
つ
い
て
行
政
、
市
民
が
一
緒
に
考

え
る
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

20

11

3
時
、　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
午
後

21

2
時
（
両
日
と
も
荒
天
時
中
止
）。

■場 
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
向
か
い
（
佐

倉
市
臼
井
田
）。

■内 
　
日
は
、
屋
形
船
・
ボ
ー
ト
試
乗

20
の
ほ
か
、
農
産
物
販
売
、
N
P
O
活

動
展
な
ど
。　
日
は
、
秋
佐
倉
マ
ル

21

シ
ェ
供
コ
ス
モ
ス
広
場
僑、
ち
ば
エ
コ

農
産
物
紹
介
・
コ
ス
モ
ス
摘
み
・
農

業
機
械
乗
車
体
験
な
ど
。

■費 
入
場
無
料
（
イ
ベ
ン
ト
の
一
部
は

有
料
）。

屋
形
船
・
ボ
ー
ト
試
乗
は
当
日
先
着

順
。

■問 
千
葉
県
河
川
環
境
課
（
緯
0
4
3

―
2
2
3
―
3
1
5
5
・
胃
 0
4
3

―
2
2
1
―
1
9
5
0
・
■ＨＰ h

ttp
:/

/in
b
a
-n
u
m
a
.c
o
m
/

 い
ん
ば

ぬ
ま
情
報
広
場
　
流
域
イ
ベ
ン
ト
情

報
内
）。

第
　
回
北
総
ウ
オ
ー
ク

28
　
秋
風
を
受
け
、
健
康
的
に
体
を
動

第
　
回
17
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
祭
り

　
地
域
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
や
近

隣
の
小
・
中
学
校
の
演
奏
・
演
技
や

創
作
物
の
展
示
、
古
本
交
換
市
や
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
、

朝
採
り
野
菜
の
販
売
や
模
擬
店
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

■時 
　
月
3
日
華
、
4
日
蚊
・
午
前
　

11

10

時
～
午
後
4
時
。

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）。

■問 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
緯
碓46 
8

6
1
1
）。

船
コ
ミ
ま
ぁ
ち

　
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
登

録
団
体
の
発
表
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、
小

学
生
対
象
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
体

験
、
模
擬
店
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
お
ま
つ
り
を
開
催
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
。

10

28

10

■場 
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
船
尾
）。

※
模
擬
店
な
ど
出
店
募
集
中
。
希
望

者
は
、　
月
　
日
俄
ま
で
に
電
話
で

10

22

左
記
ま
で
。

■問 
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓48 
5
3
1
1
）。

太
巻
き
寿
司
講
習
会

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

23

10

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。

噛
講
師
…
岩
井
圭
子
氏
。

■定 
　
人
。

10
■費 
4
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
巻
き
す
、

は
さ
み
、
焼
き
の
り
　
枚
、
す
し
飯

10

（
酢
を
混
ぜ
た
飯
）
4
合
、
寿
司
を
入

れ
る
容
器
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会

　
直
径
　
唖
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

25

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

お詫びと訂正

　『
広
報
い
ん
ざ
い
』
9
月
　
日
号
2
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
柏
レ
イ

15

ソ
ル
印
西
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
―
」
の
見
出
し
の
日
付
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
　
月
6
日
臥
で
す
。

10

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平成２４年（２０１２）１０月１日号（１０）

パート詠

と
兼
ね
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

胸
利
用
会
員
…
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

生
後
6
カ
月
以
上
小
学
校
6
年
生
以

下
の
子
ど
も
が
い
る
人
。

胸
提
供
・
利
用
会
員
の
登
録
方
法
…

日
・
月
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
　
月
　

12

28

日
～
1
月
4
日
を
除
く
午
前
9
時
～

午
後
5
時
に
、
印
西
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

【
援
助
す
る
内
容
】　

煙
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
の
開
始
前

や
終
了
後
、
子
ど
も
を
預
か
っ
た
り
、

送
迎
を
し
た
り
し
ま
す
。

煙
学
校
の
放
課
後
ま
た
は
学
童
保
育

な
ど
の
終
了
後
、
子
ど
も
を
預
か
り

ま
す
。

煙
冠
婚
葬
祭
や
学
校
行
事
の
と
き
な

ど
に
、
子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

煙
買
い
物
な
ど
外
出
の
と
き
に
、
子

ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

【
提
供
会
員
報
酬
】

　
支
援
を
受
け
た
場
合
、
利
用
会
員

は
提
供
会
員
に
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

　
額
は
次
の
と
お
り
。

胸
月
～
金
曜
日
の
午
前
6
時
～
午
後

　
時
…
1
時
間
に
つ
き
7
0
0
円
。

10胸
月
～
金
曜
日
の
右
記
以
外
の
時
間

護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
世

帯
の
実
態
を
把
握
し
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
役
立
て
る
た
め
、
訪
問

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
歳
以
上
の
独
居
･
高
齢
者
世
帯

65
を
中
心
に
、
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が

伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
は
、
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
介
護
や
生
活
に

関
す
る
相
談
も
各
支
援
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
印
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓42 
2
9
2
2
）、
印
旛
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓98 
1
1
1
5
）、

本
埜
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓97 
5
5
0
3
）。

介
護
技
術
を
学
ぼ
う
（
移
動
編
）

～
家
族
介
護
者
教
室
～

　
市
で
は
介
護
を
し
て
い
る
ご
家
族

な
ど
を
対
象
に
、
介
護
に
対
す
る
知

識
や
技
術
の
普
及
を
目
的
と
し
て
家

族
介
護
者
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
介
護
技
術
を
学
ぼ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
移
動
や
移
乗
の
介
助

に
つ
い
て
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

お
よ
び
土
・
日
曜
日
、
祝
日
　
月
　

12

28

日
～
1
月
4
日
…
1
時
間
に
つ
き
9

0
0
円
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
等
利
用
料
助

成
】
　
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父

な
ど
が
援
助
活
動
を
利
用
し
た
時
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
受
給
資
格
の
手
続
き
や
所
得
に
よ

る
制
限
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 【
会
員
の
登
録
・
利
用
方
法
】印

西
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
緯
碓48 
5
7
2
8
（
印
西
市
中
央

南
1
―
4
―
1
）、【
ひ
と
り
親
家

庭
等
利
用
料
助
成
】
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
班
（
緯
内
線
2
4

6
）。

お
済
み
で
す
か
、

子
ど
も
医
療
費
・
児
童
医
療
費
の

助
成
資
格
者
登
録
申
請

　
市
で
は
、
中
学
校
3
年
生
ま
で
の

子
ど
も
を
対
象
に
医
療
費
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
、
助
成
制
度
を
受
け
る
に
あ

た
っ
て
は
、
事
前
に
登
録
申
請
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
出
生
・
転
入
な
ど
で
、
ま
だ
、
対

象
と
な
る
子
ど
も
で
登
録
申
請
が
お

済
み
で
な
い
場
合
は
、
至
急
登
録
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
申
請
が
遅
れ
ま
す
と
事
由
発

生
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
助
成
は
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
所
得
制

限
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
2
・
2
4
5
）。

高
齢
者
世
帯
の
訪
問
調
査

　
市
内
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
在
宅
介

　
当
日
は
高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ
ト

や
福
祉
用
具
を
用
い
た
体
験
の
ほ
か
、

市
で
給
付
し
て
い
る
紙
お
む
つ
な
ど

の
展
示
も
し
ま
す
。

■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
後
1
時
～
4
時

11
（
受
け
付
け
は
0
時
　
分
～
）。

30

■場 
プ
レ
ー
ゲ
本
埜
通
所
介
護
事
業
所

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
プ
レ
ー
ゲ

本
埜
の
隣
）。

※
会
場
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合

や
、
会
場
へ
の
交
通
手
段
が
な
い
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対 
家
族
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
人
。

ま
た
は
こ
れ
か
ら
介
護
を
検
討
し
て

い
る
人
。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
　
月
　
日
我
ま
で
に
、
電
話
で
左

10

24

記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓42 
2
9
2
2
）。

高
齢
者
虐
待
の
相
談
は
最
寄
り
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
虐
待
は
、
し
て
い
る
人
も
さ
れ
て

い
る
人
も
、「
虐
待
」
と
は
認
識
し
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待

に
該
当
す
る
行
為
と
し
て
上
表
の
よ

う
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

　「
虐
待
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
迷

わ
ず
左
表
の
高
齢
者
虐
待
相
談
窓
口

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

怯
印
西
歴
史
愛
好
会
公
開
講
座
「
将

門
の
乱
と
成
田
山
新
勝
寺
」

　
今
で
も
人
気
の
あ
る
平
将
門
と
成

田
山
新
勝
寺
の
つ
な
が
り
を
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

14

10

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

噛
講
師
…
手
島
和
史
氏
（
元
印
旛
高

校
教
諭
）。

■費 
7
0
0
円
。

■問 
印
西
歴
史
愛
好
会
・
志
賀
（
■携 
0

9
0
―
4
6
7
2
―
5
4
9
3
）。

怯
富
さ
ん
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
臥
、　
日

10

13

20

27

臥
・
午
後
1
時
　
分
～
3
時
　
分

30

30

（
雨
天
室
内
、
内
容
は
毎
回
変
更
）。

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
・
花
と
緑
の
文

化
館
・
多
目
的
室
（
原
山
）。

■内 
正
し
い
歩
き
方
実
技
（
屋
内
）、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
4
㎞
（
屋
外
）。

噛
講
師
啻
富
所
正
史
氏
（
健
康
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
指
導
士
）。

■対 
　
歳
以
上
。

40
■定 
　
人
（
当
日
受
け
付
け
）。

20
■費 
一
回
1
街
0
0
0
円
（
体
験
可
）。

■問 
富
所
（
■携 
0
9
0
―
9
6
4
6
―

1
2
2
5
）。

怯「
花
の
輪
・
人
の
輪
―
み
ん
な

の
花
展
」（
印
西
・
栄
・
白
井
・
成
田
地
区
）

　
小
原
流
千
葉
北
支
部
主
催
の
展
示
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

20

10

5
時
、　
日
蚊
午
前
　
時
～
午
後
3

21

10

時
。

■場 
文
化
ホ
ー
ル
。

■費 
入
場
無
料
。

■問 
大
野
（
緯
碓42 
2
7
1
0
）。

怯「
現
憲
法
と
自
民
党
憲
法
草

案
の
違
い
を
考
え
る
」学
習
会

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

10

21

30

4
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
・

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
室
。

噛
講
師
…
佐
藤
鋼
造
氏
（
弁
護
士
）。

■費 
1
0
0
円
（
資
料
代
）。

■問 
印
西
・
九
条
の
会
・
廣
瀬
（
■携 
0

9
0
―
1
7
0
6
―
2
5
7
2
）。

怯
愛
称「
か
っ
こ
ち
ゃ
ん
」講
演

会
～『
大
好
き
は
魔
法
の
こ
と
ば
』～

　
石
川
県
立
特
別
支
援
学
校
の
山
元

加
津
子
先
生（
か
っ
こ
ち
ゃ
ん
）が
、

「
か
け
が
い
の
な
い
大
切
な
お
友
達
」

と
し
て
触
れ
あ
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
教
え
て
く
れ
る『
生
き
る
っ
て

素
敵
な
こ
と
』…
心
に
響
く
話
。

■時 
　
月
7
日
蚊
・
午
前
　
時
～
　
時

10

10

11

　
分
（
開
場
9
時
　
分
）。

30

40

■場 
文
化
ホ
ー
ル
・
多
目
的
室
。

■定 
　
人
。
■費 
9
9
9
円
。

95
■申 
事
前
に
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
コ
ス
ミ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
横
山

（
■携 
0
8
0
―
6
7
1
2
―
0
5
6

7
）。

怯
第
　
回
い
ん
ば
祭
り

32

　
印
旛
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生

徒
が
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
発
表
し
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

10

13

30

午
後
1
時
　
分
。

45

■場 
印
旛
特
別
支
援
学
校
（
平
賀
）。

■内 
劇
発
表
、
遊
び
と
ゲ
ー
ム
、
作
品

展
示
・
頒
布
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
な
ど
。

■問 
千
葉
県
立
印
旛
特
別
支
援
学
校

（
緯
碓98 
2
2
0
0
）。

怯
印
西
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
（
開

10

14

場
1
時
　
分
～
）。　

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■内 
三
橋
慶
明
氏
の
指
揮
で
、
N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
テ
ー
マ
曲
、

美
空
ひ
ば
り
メ
ド
レ
ー
、
ア
ラ
ジ
ン

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
ほ
か
を
演
奏
。

■費 
無
料
。

■他 
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■問 
印
西
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
事

務
局
・
 平
八
重
 （
緯
0
4
―
7
1
8

ひ

ら

や

え

7
―
1
4
1
5
）。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
子
育
て
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い

人
（
利
用
会
員
）
と
子
育
て
を
お
手

伝
い
す
る
人
（
提
供
会
員
）
を
紹
介

す
る
地
域
で
子
育
て
を
支
援
す
る
有

償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
現
在
、
提
供
会
員
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
利
用
方
法
】

　
利
用
す
る
に
は
、
子
育
て
を
手

伝
っ
て
ほ
し
い
人
（
利
用
会
員
）
も

子
育
て
を
お
手
伝
い
し
た
い
人
（
提

供
会
員
）
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
両
方
に
登
録
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

胸
提
供
会
員
…
市
内
在
住
の
　
歳
以

20

上
の
人
で
、
援
助
活
動
に
関
し
、
理

解
と
熱
意
を
も
つ
、
心
身
と
も
に
健

康
で
積
極
的
に
援
助
活
動
が
で
き
る

人
。
両
方
会
員
と
し
て
、
利
用
会
員

福
祉

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英

　毎年、赤い羽根共同募金運動にご支援、ご協力
をいただきありがとうございます。
　共同募金は、スタートから今日まで、「寄付す
る人も寄付を募る人もボランティア」として、住
民一人ひとりの参加によって成り立ってきました。
　今日まで集められた寄付金は、時代ごとの福祉
ニーズに合わせて、福祉施設や福祉団体、社会福
祉協議会などが行うさまざまな活動を支援するた
めに活用されてきました。
　千葉県共同募金会では「ちばの街を良くする仕
組み」をスローガンとして運動展開していきます。
　印西市支会では、町内会や自治会などを通じて
の募金、市内各駅頭などで街頭募金を実施します
ので、ご協力をお願いいたします。
■問 社会福祉協議会（緯碓42 0294）。

胸高齢者虐待の区分胸
内容区分

平手打ちをする、つねる、殴る、ける、無理やり食事
を口に入れる、やけど、打撲させるなど身体的虐待

意図的であるか、結果的であるかを問わず、日常の世
話や介護をせず放置すること。介護・世話の放棄・放任

脅しや屈辱などの言語や威圧的な態度、無視、嫌がらせな
どによって精神的、情緒的苦痛を与えること。心理的虐待

本人との間で合意がない性的な行為やそれを強要す
ること。性的虐待

本人の合意なしに財産や金銭を使用し、本人の希望す
る金銭の使用を理由なく制限すること。経済的虐待

胸高齢者虐待相談窓口胸
大森２３６４－２印西地域包括支援センター

（旧印西市地区） ☎碓４２ ２９２２
美瀬１－２５印旛地域包括支援センター

（旧印旛村地区） ☎碓９８ １１１５
笠神１６２０本埜地域包括支援センター

（旧本埜村地区） ☎碓９７ ５５０３
大森２３６４－２

印西市役所介護福祉課
☎碓４２ ５１１１嘩

じぶんの街を良くする仕組み
～赤い羽根共同募金運動にご協力を～
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

　
日
嘘
　
月
　
日
、　
月
1
日
の
土

17

11

24

12

曜
日
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午

10

（
受
け
付
け
は
9
時
　
分
～
）。

45

■場 
臼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
渦

中
央
駅
前
地
域
交
流
館
嘘
ふ
れ
あ
い

文
化
館
。

■内 
手
話
の
あ
い
さ
つ
、
名
前
、
趣
味
、

住
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

な
ど
。

噛
講
師
…
印
西
市
聴
覚
障
害
者
協
会
。

■対 
中
学
生
以
上
。

■定 
各
会
場
　
人
。

20

■申 
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

※
人
数
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
当
日

の
申
し
込
み
可
能
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
9
・
胃
碓42 
0
3
8
1
）。

平
成
　
年
度
千
葉
県
第
5
回
オ
ス

24

ト
メ
イ
ト
社
会
適
応
訓
練
講
習
会

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時
。

10

27

■場 
鴨
川
市
市
民
会
館
会
議
室
（
J
R

安
房
鴨
川
駅
海
側
出
口
か
ら
徒
歩
5

分
・
緯
0
4
―
7
0
9
3
―
1
1
3

1
）。

■内 
【
講
演
】
①
テ
ー
マ
「
晩
期
合
併

症
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
」。
噛

講
師
…
小
倉
美
輪
氏
（
亀
田
総
合
病

院
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
）。

②
テ
ー
マ
「
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
ス

ト
ー
マ
ケ
ア
に
つ
い
て
」。
噛
講
師

…
立
波
恵
美
子
氏
（
亀
田
総
合
病
院

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
）。

【
相
談
会
】
補
装
具
お
よ
び
オ
ス
ト

メ
イ
ト
関
連
製
品
の
メ
ー
カ
ー
、
販

売
店
を
交
え
て
相
談
・
情
報
交
換
会
。

■対 
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お
よ
び
そ

の
家
族
、
医
療
関
係
者
ほ
か
。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
千
葉
県
支
部
千
葉
県
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
事
務
所
（
〒
2
6
0
―
0

0
2
6
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
4
―

3
・
緯
0
4
3
―
3
0
9
―
7
5
7

1
・
胃
0
4
3
―
3
0
9
―
7
5
7

2
※
月
・
火
・
金
曜
日
の
午
前
　
時
10

～
午
後
5
時
）。

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

「
手
話
学
習
」「
手
話
サ
ロ
ン
」と

「
集
い
」

【
手
話
学
習
】

■時 
　
月
6
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

10

■場 
佐
倉
市
中
央
公
民
館
。

■費 
初
参
加
時
の
み
テ
キ
ス
ト
代
1
街

0
0
0
円
。

※
話
し
手
の
言
葉
を
要
約
し
て
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
す
聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト

あ
り
。

■申 
不
要
。

【
手
話
サ
ロ
ン
】

■時 
　
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

10

19

30

4
時
。

■場 
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
。

■費 
無
料
。

※
話
し
手
の
言
葉
を
要
約
し
て
隣
席

で
書
く
聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
あ
り
。

■申 
不
要
。

【
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の

集
い
】

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
4
時
。

10

14

■場 
袖
ケ
浦
市
民
会
館
。

■費 
無
料
。

※
聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
あ
り
。

■申 
参
加
希
望
者
は
左
記
へ
。

■問 
N
P
O
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難

聴
者
協
会
印
旛
香
取
事
務
所
・
板
倉

（
■携 
0
9
0
―
5
3
0
2
―
0
3
8

5
／
胃
0
4
3
―
4
4
4
―
0
2
9

8
）。

地
域
自
殺
対
策緊

急
強
化
基
金
事
業

平
成
　
年
度
心
の
健
康
市
民
講
座

24

第
4
回
～
印
西
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
編
～

　
心
の
病
を
抱
え
る
人
、
生
活
の
し

づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
、
そ
の
家
族
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
身
近
な
相
談
者

と
し
て
市
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

16

10

■場 
市
役
所
大
会
議
室
。

■内 
当
事
者
の
声
・
支
援
者
の
活
動
と

リ
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
。

■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
F
A
X
（
氏
名
・
住

所
・
連
絡
先
を
明
記
）
で
受
け
付
け
。

後
日
受
講
票
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
・
胃
碓42 
0
3
8
1
）。

平
成
　
年
度
心
の
健
康
市
民
講
座

24

第
4
回
～
家
族
の
た
め
の
学
習

会
～
　
市
で
は
、
精
神
障
害
・
発
達
障
害

を
抱
え
る
家
族
に
、
障
害
・
疾
病
の

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
り
、
家
族
が
自
信
を
持
っ
て
症

状
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
学
習
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
後
2
時
～
4
時
。

10

16

■場 
市
役
所
大
会
議
室
。

■内 
当
事
者
の
声
・
支
援
者
の
活
動
と

リ
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
。

■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
F
A
X
（
氏
名
・
住

所
・
連
絡
先
を
明
記
）
で
受
け
付
け
。

後
日
受
講
票
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
・
胃
碓42 
0
3
8
1
）。

手
話
の
体
験
講
座

　
～
手
話
は
目
で
見
る
言
葉
～

■時 
臼
　
月
　
日
、　
日
渦
　
月
　
日
、

10

13

27

11

10

■対 
心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
な
ど
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

特
定
疾
患
見
舞
金
制
度

　
市
で
は
、
特
定
疾
患
お
よ
び
先
天

性
血
液
凝
固
因
子
障
害
の
治
療
を
受

け
て
い
る
人
へ
、
見
舞
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
（
初
回
の
登
録
申
請
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。

■対 
県
が
認
定
し
た
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
票
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

受
給
券
、
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障

害
受
給
者
証
の
発
行
を
受
け
て
い
る

療
養
者
。

胸
見
舞
金
の
額
…
次
の
と
お
り
。

煙
通
院
が
月
2
日
以
上
…
月
額
5
街

0
0
0
円
。

煙
入
院
が
月
2
日
以
上
　
日
未
満
…

15

月
額
5
街
0
0
0
円
。

煙
入
院
が
月
　
日
以
上
…
月
額
1

15

0
街
0
0
0
円
。

※
千
葉
県
か
ら
受
給
者
証
な
ど
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
5
・
2
5
6
）。

（１１）平成２４年（２０１２）１０月１日号

■申 
　
月
　
日
我
ま
で
に
、
往
復
は
が

10

24

き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
出
店
品
目
を
記
入
し
、
左
記
へ

（
先
着
順
・
プ
ロ
不
可
）。

■問 
印
西
市
商
工
会
印
旛
支
所
（
〒
2

7
0
―
1
6
1
3
印
西
市
鎌
苅
2
緯

碓99 
0
2
8
2
）。

怯
木
下
・
六
軒
ま
ち
か
ど
博
物

館
＆
川
め
ぐ
り

■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
前
8
時
　
分
～

11

30

午
後
1
時
。

■内 
中
央
公
民
館
（
集
合
）
～
厳
島
神

社
～
武
蔵
屋
～
木
下
河
岸
跡
～
吉
岡

ま
ち
か
ど
博
物
館
～
ぶ
ら
り
川
め
ぐ

り
（
船
上
で
昼
食
）。
■定 
　
人
。

22

■費 
2
街
8
0
0
円
（
川
め
ぐ
り
・
昼

食
代
・
保
険
料
・
資
料
代
な
ど
）。

■申 
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
メ
ー

ル
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
木
下
ま
ち
育
て
塾
・
伊
藤
（
■携 
9

0
―
3
5
2
9
―
4
9
9
0
・
■メール m

ach
iju
k
u
@
g
m
ail.co

m

）。

怯
ふ
れ
あ
い
囲
碁
大
会

　
優
勝
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
。

■時 
　
月
　
日
臥
。

10

20

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■内 
①
女
性
囲
碁
懇
親
会
（
午
前
　
時
10

　
分
～
午
後
2
時
）
②
年
少
組
総
当

30た
り
戦
（
午
後
0
時
　
分
～
3
時
）

40

③
成
年
男
子
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
午
後

0
時
　
分
～
5
時
）。

15

■費 
会
費
と
し
て
①
9
5
0
円
②
6
5

0
円
③
1
街
5
0
0
円
（
い
ず
れ
も

賛
助
会
費
半
年
分
5
0
0
円
含
む
）。

■問 
北
総
囲
碁
・
中
西（
緯
碓37 
7
4
2
3
）。

怯
リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
カ
ン
フ
ー
メ
ン

バ
ー
募
集
、秋
の
体
験
会（
5
回
）

　
体
幹
を
鍛
え
美
ス
タ
イ
ル
へ
。
肩

甲
骨
を
動
か
し
、
体
脂
肪
を
燃
焼
。

■時 
毎
週
火
曜
日
・
午
前
　
時
　
分
～

10

30

　
時
　
分
。

11

30

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
ま
た
は
中

央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■費 
5
0
0
円
（
体
験
費
用
）。

■問 
伊
藤
（
■携 
0
9
0
―
6
3
7
5
―

5
0
1
5
・
午
後
8
時
ま
で
）。

怯
自
動
車
点
検
教
室

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～

10

27

10

30

午
後
3
時
。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■内 
①
座
学
（
自
動
車
の
仕
組
み
、
安

全
運
転
の
た
め
の
点
検
整
備
講
座
）、

②
実
技
（
タ
イ
ヤ
の
取
り
外
し
ほ
か
、

日
常
点
検
方
法
の
実
施
）。

■対 
運
転
免
許
証
を
有
す
る
人
。

■定 
　
人
程
度
。
■費 
無
料
（
昼
食
付

30
き
）。

■他 
軽
作
業
が
で
き
る
服
装
で
。

■申 
平
日
・
午
前
9
時
～
午
後
4
時
の

間
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
自
動
車
整
備
振
興
会
習
志
野
支
所

（
緯
0
4
7
―
4
6
7
―
8
8
8
1
）。

怯
コ
ス
モ
ス
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　
コ
ス
モ
ス
咲
く
、
ひ
ょ
う
た
ん
島

池
で
楽
し
も
う
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
、

も
ち
ま
き
あ
り
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

10

28

30

午
後
3
時
　
分
（
小
雨
決
行
）。

30

■場 
ひ
ょ
う
た
ん
島
池
広
場
（
竹
袋
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
東
側
）。

■内 
木
下
・
大
森
小
、
印
西
中
の
演
奏
、

地
域
伝
統
芸
能
、
お
み
こ
し
、
踊
り
、

和
太
鼓
、
模
擬
店
（
販
売
、
遊
び
）、

地
元
新
鮮
野
菜
販
売
、
ひ
ょ
う
た
ん

島
の
ド
ラ
イ
ハ
ス
・
ガ
マ
販
売
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
出
店
募
集
中
）、

「
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場
者
募
集

（
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）。

■問 
N
P
O
エ
コ
ネ
ッ
ト
ち
ば
事
務

局
・
小
熊
（
■携 
0
9
0
―
4
6
2
8

―
3
3
5
0
）。

怯
第
8
回
 印
旛
ふ
れ
あ
い
秋
ま

つ
り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
募
集

■時 
　
月
3
日
華
・
午
前
9
時
～
午
後

11
2
時
（
小
雨
決
行
、
荒
天
時
は
中
止
）。

■場 
印
旛
中
央
公
園
（
瀬
戸
）。

■費 
1
街
0
0
0
円
（
1
区
画
3
・
5

m
×
2
・
5
m
）。
■定 
　
組
。

50

障
害
者
虐
待
防
止
法
が
施
行

　
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
や

擁
護
者
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
推
進

す
る
た
め
、
平
成
　
年
　
月
1
日
か

24

10

ら
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
は
虐
待
し

て
い
る
本
人
だ
け
で
な
く
、
虐
待
さ

れ
て
い
る
障
害
者
自
身
も
虐
待
と
い

う
認
識
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
虐
待
を
防
ぎ
、
障
害
者

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
障
害
者
虐
待
の
例
】

胸
身
体
的
虐
待
…
体
に
暴
行
す
る
。

正
当
な
理
由
が
な
く
体
を
拘
束
す
る

な
ど
。

胸
性
的
虐
待
…
無
理
や
り
わ
い
せ
つ

な
こ
と
を
す
る
、
さ
せ
る
な
ど
。

胸
心
理
的
虐
待
…
侮
辱
し
た
り
拒
絶

し
た
り
す
る
よ
う
な
言
葉
や
態
度
で

精
神
的
な
苦
痛
を
あ
た
え
る
な
ど
。

胸
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
…

食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ
な
ど

の
世
話
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
な
ど
。

胸
経
済
的
虐
待
…
障
害
者
の
同
意
な

く
財
産
や
年
金
、
賃
金
な
ど
を
使
う
。

　
虐
待
に
気
づ
い
た
人
は
通
報
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
（
通
報
者
の
情
報

は
守
ら
れ
ま
す
）。

　
擁
護
者
や
障
害
者
福
祉
施
設
従
事

者
な
ど
に
よ
る
虐
待
に
つ
い
て
は
、

市
の
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
　
歳
未
満
の
虐
待
に
つ
い
て
は
今

18
ま
で
通
り
、
児
童
虐
待
防
止
法
で
扱

わ
れ
ま
す
。

■問 
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
（
社

会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
内
・
〒
2
7

0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6

4
―
2
・
緯
内
線
2
6
8
）。

印
西
市
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ

「
心
の
い
ず
み
」

■時 
・
■場 
・
■内 
・
■他 
右
下
表
の
と
お
り
。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

胸心のいずみ日程表胸
持ち物内容会場日時

ハンカチ、飲み物、
歩きやすい服装と靴

外出行事
※詳細は電話で確認を

総合福祉センター
（竹袋）

10月5日画・
午前１０時～正午

ハンカチ、飲み物、
歩きやすい服装と靴制作活動総合福祉センター

（竹袋）
10月12日画・
午前１０時～正午

軽装、上履き（スリッパ
不可）運動松山下公園総合体育館

（浦部）
10月1９日画・
午前１０時～正午

エプロン・お手拭タオル、
材料費500円程度調理保健福祉センター

（高花）
10月26日画・
午前１０時～午後1時

人
・
ま
ち
・
環
境
に
や
さ
し
い
、
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■問 
企
画
政
策
課
交
通
政
策
室
（
緯
内
線
４
７
6
）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

ル
レ
ン
タ
ル
料
1
回
1
0
0
円
。

■申 
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
左
記
ま
で
電
話
・
F
A
X

ま
た
は
持
参
（
先
着
順
。
申
込
用
紙

は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
各
公
民
館
・

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
、
胃
碓42 
8
4
2
7
）。

I
F
S
C
リ
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
2
I
N
Z
A
I
大
会

【
ト
ッ
プ
ク
ラ
イ
マ
ー
集
結
】

　
山
岳
競
技
（
リ
ー
ド
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
）
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
、
松
山

下
公
園
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
　
世
界
約
　
カ
国
の
選
手
が
参
加
し
、

20

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

間
近
で
観
戦
し
、
競
技
の
醍
醐
味

（
だ
い
ご
み
）
が
実
感
で
き
ま
す
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
花
日
本
山
岳
協
会

ほ
か
主
催
、
印
西
市
ほ
か
後
援
。

■時 
【
予
選
】　
月
　
日
臥
・
午
前
8

10

27

時
　
分
～
、【
決
勝
】　
日
蚊
・
午

30

28

前
9
時
～
。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■費 【
　
日
】1
街
0
0
0
円
、【
　
日
】

27

28

1
街
5
0
0
円
、【
中
学
生
以
下
】
5

0
0
円
。【
2
日
通
し
券
】

2
街
0
0
0
円
。

胸
チ
ケ
ッ
ト
販
売
…
「
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
」
ほ
か
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
（
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

■問 
花
日
本
岳
協
会
（
緯
0

3
―
3
4
8
1
―
2
3
9
6
）、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 
8
4

1
7
）。

秋
季
市
民
ク
レ
ー
射
撃
大
会

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
（
受

10

13

け
付
け
8
時
～
・
雨
天
決
行
）。

■場 
成
田
射
撃
場
（
山
田
）。

■対 
平
成
　
年
　
月
現
在
市
内
在
住
・

24

10

在
勤
の
人
。

■費 
5
街
0
0
0
円
。

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
へ
。

10

12

■問 
印
西
市
ク
レ
ー
射
撃
協
会
・
藤
岡

（
緯
碓42 
6
1
1
8
）。

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
蚊
、　
日
蚊
。

11

17

18

25

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
。

■対 
市
内
に
在
住
・
在
勤
者
の
所
属
す

る
団
体
（
　
歳
以
上
）。

16

■定 
男
子
　
チ
ー
ム
、
女
子
8
チ
ー
ム
。

20

■費 
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会
加
盟
団
体
1

街
0
0
0
円
、
非
加
盟
団
体
5
街
0

0
0
円
。

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
、
メ
ー
ル
で

10

12

左
記
へ
（
期
限
厳
守
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
・
小
暮
（
■携 
0
9
0
―
8
7
4
4

―
0
5
1
0
・
■メール in

zaib
b
a@
y
a

h
o
o
.co
.jp

）。

平成２４年（２０１２）１０月１日号（１２）

パート鋭

―
4
2
6
―
8
4
7
1
）、
経
済
政

策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内
線
3
5

5
）。

参
加
企
業
募
集
～
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
就
職
面
接
会
～

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田
で
は
、
平
成

　
年
3
月
の
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

25を
対
象
と
す
る
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。
現
在
、
参
加
企
業
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■時 
　
月
1
日
牙
・
午
後
1
時
　
分
～

11

30

4
時
。

■場 
ヒ
ル
ト
ン
成
田
。

■申 
　
月
　
日
俄
ま
で
に
電
話
で
左
記

10

15

へ
。

■問 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田
・
事
業
所
援

助
部
門
・
学
卒
係
（
緯
碓27 
8
6
0
9
）。

働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の講

習
会

■時 
・
■場 
な
ど
…
左
表
の
と
お
り
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館
会

議
室
1
、
2
。

■対 
お
お
む
ね
　
～
　
歳
。

40

65

■定 
【
セ
ミ
ナ
ー
】　
人
、【
生
活
就

30

労
相
談
会
（
年
齢
問
わ
ず
）】
6
人
。

※
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の
参
加
可
。

■申 
電
話
で
市
経
済
政
策
課
経
済
政
策

班
ま
で
。

※
ど
ち
ら
も
、
セ
ミ
ナ
ー
内
容
な
ど

詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
緯
0
4
3
―
2
4
5
―
9
4

2
0
）。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
出
張
版「
地

元
で
就
職
応
援
ツ
ア
ー
　
印
西
」

in

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
印
西
市
・
鎌
ケ
谷

市
・
白
井
市
の
3
市
が
共
催
で
、
求

人
中
の
地
元
企
業
2
社
を
見
学
す
る

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
会
社
見
学

を
し
、
会
社
の
雰
囲
気
を
じ
か
に
感

じ
、
採
用
担
当
者
や
先
輩
社
員
か
ら

直
接
話
を
聞
い
て
、
求
め
る
人
材
や

仕
事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
・【
事
前
セ
ミ
ナ
ー
】

11

13

午
前
　
時
～
正
午
、【
会
社
見
学
】
午

10

後
1
時
～
4
時
　
分
（
終
了
時
間
は

30

交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
変
更
と
な
る

場
合
あ
り
）。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
・
会
議
室

3
（
予
定
）（
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

中
央
駅
南
口
・
徒
歩
5
分
）。

※
企
業
へ
は
用
意
し
た
バ
ス
で
移
動
。

胸
見
学
企
業
…
未
定
。
企
業
が
決
ま

り
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■対 
直
近
で
就
職
可
能
な
　
～
　
歳
の

15

39

人
（
学
生
の
場
合
は
卒
業
学
年
に
限

る
）。

※
午
前
、
午
後
の
両
方
に
参
加
で
き

る
こ
と
。

■定 
　
人
。

20
■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
（
緯
0
4
7

ら
・
ら
・
ら
ス
ポ
ー
ツ
祭

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
松
山
下
公
園
に

お
い
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■内 
①
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

体
験
会
、
②
ス
ト
レ
ッ
チ
体
験
会

（
ら
く
ら
く
体
幹
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）、

③
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
交
流
試
合
。

■時 
　
月
4
日
蚊
①
②
（
1
回
目
）
受

11
け
付
け
9
時
～
、
体
験
9
時
　
分
～

30

　
時
　
分
、（
2
回
目
）
受
付
　
時
　

10

30

10

30

分
～
、
体
験
　
時
～
正
午
、
③
受
付

11

9
時
～
、
試
合
9
時
　
分
～
正
午
。

30

■場 
①
松
山
下
公
園
内
、
②
③
松
山
下

公
園
総
合
体
育
館
。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、
①

②
中
学
生
以
上
、
③
小
学
3
年
生
以

上
。

■定 
①
②
そ
れ
ぞ
れ
各
回
　
人
、
③
一

30

般
の
部
　
チ
ー
ム
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
の

16

部
　
チ
ー
ム
。

16
※
エ
ン
ジ
ョ
イ
の
部
と
は
小
学
生

（
3
年
生
以
上
）
を
含
む
ペ
ア
。

■費 
1
人
1
0
0
円
（
保
険
代
）。
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
ー

ス
ポ
ー
ツ

働
く

前
9
時
～
午
後
5
時
）、
F
A
X
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ

せ
フ
ォ
ー
ム
（h

ttp
://w

w
w
.t

i2
ac.o

rg
/cate

g
o
ry
/1
2
5
2

3
6
3
.h
tm
l

）
で
。

※
相
談
日
時
は
相
談
員
と
調
整
。

■問 
T
D
U
い
ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
セ
ン
タ
ー
（
緯
／
胃
碓46 
9
5

5
5
）。

千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

と
生
活
就
労
相
談
会

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
、
就
職
ま
で
の
悩

み
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
求
人

情
報
収
集
か
ら
面
接
の
受
け
方
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
、「
就
職
ス
キ

ル
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と

生
活
就
労
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
就
労
相
談
は
雇
用

保
険
受
給
者
の
活
動
実
績
と
な
り
ま

す
（
生
活
相
談
は
除
く
）。

【
子
育
て
お
母
さ
ん
の
再
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
生
活
就
労
相

談
会
】

■時 
　
月
　
日
峨
・【
セ
ミ
ナ
ー
】
午

10

16

前
　
時
～
午
後
　
時
　
分
、【
生
活

10

12

30

就
労
相
談
会
】
午
前
　
時
～
午
後
4

10

時
。

※
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の
参
加
可
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館
会

議
室
1
、
2
。

■定 
【
セ
ミ
ナ
ー
】　
人
、【
生
活
就

30

労
相
談
会
（
男
女
年
齢
問
わ
ず
）】

6
人
。

※
託
児
あ
り
（
　
人
ま
で
。
要
予

10

約
）。
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
電
話
で
市
経
済
政
策
課
経
済
政
策

班
（
緯
内
線
3
5
5
）
ま
で
。

【
役
立
つ
！
中
高
年
の
再
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
生
活
就
労
相

談
会
】

■時 
　
月
　
日
画
・【
セ
ミ
ナ
ー
】
午

10

26

前
　
時
～
　
時
　
分
、【
生
活
就
労

10

12

30

相
談
会
】
午
前
　
時
～
午
後
4
時
。

10

■対 
　
歳
以
上
で
、
現
在
仕
事
に
就
い

55
て
い
な
い
人
。

胸
受
講
の
条
件
…
①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

が
発
番
の
求
職
者
番
号
を
保
有
し
て

い
る
こ
と
。
②
修
了
日
以
降
に
開
催

す
る
合
同
面
接
会
に
参
加
で
き
る
こ

と
。
③
受
講
者
選
考
の
た
め
、
応
募

後
折
り
返
し
送
付
さ
れ
る
登
録
申
込

書
を
提
出
す
る
こ
と
。

■費 
無
料
。

■申 
　
月
　
日
俄
ま
で
に
、
は
が
き
に

10

15

講
習
番
号
、
講
習
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
求
職
番
号
、
電
話
番
号
、
F

A
X
番
号
お
よ
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
記
入
し
郵
送
、
も
し
く
は
F
A
X

で
左
記
へ
（
応
募
多
数
時
選
考
）。

■問 
　
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

(公社)
タ
ー
連
合
会
（
〒
2
6
0
―
0
0
1

3
千
葉
市
中
央
区
中
央
3
―
9
―
1

6
・
緯
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
1

2
・
胃
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
9

7
）。

胸講習会胸
会場定員講習期間講習名講習番号

ホームメイド協会船橋
校（船橋市）２０人１０月３０日～１１月７日（７日間）・

１０：００～１６：００介護食調理23

柏の葉公園センター
（柏市）２０人１０月３０日～１１月９日（９日間）・

９：００～１６：００

福祉輸送ヘルパー養成
※介護員2級資格と
普通運転免許が必要。

7

ニチイ学館松戸校
（松戸市）２５人１１月１日～１月１５日（９日間）・

９：３０～１６：３０チャイルドヘルパー養成15

ＩＳＡパソコンスクー
ル津田沼校（船橋市）３０人１１月１５日～１２月５日（７日間）・

９：３０～１６：３０
働きたい方の
初めてのパソコン27

コベルコ教習所二俣研
修所（市川市）２０人１１月２６日～１１月３０日（６日間）・

８：２０～１８：００フォークリフト技能38

胸職場体験胸
会場定員講習期間講習名講習番号

松戸市シルバー人材センター１０人１１月９日・１３：００～１７：００パソコン業務（初級）38

佐倉市シルバー人材センター１０人１１月５日、１２日・１３：００～１６：００パソコン業務（中級）
　ワード・エクセル55、56

市川市シルバー人材センター１０人１１月８日・１０：００～１２：００駅前駐輪場管理77

「
起
業
相
談
・
経
営
相
談
」

受
け
付
け
中

　
T
D
U
い
ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
セ
ン
タ
ー
（
東
京
電
機
大
学

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

内
）
で
は
、
起
業
相
談
・
経
営
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

胸
相
談
員
…
小
松
原
進
氏
（
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）。

■申 
左
記
へ
電
話
（
月
～
金
曜
日
・
午

リードワールドカップでは、世リードワールドカップでは、世界界
トップレベルの技を観戦できまトップレベルの技を観戦できますす
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

　NPO法人・
市民活動団体向け
補助金・助成金講座　

地
や
構
造
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
建
築
基

準
法
な
ど
の
法
令
で
定
め
る
基
準
や

手
続
き
を
守
り
、
適
正
に
工
事
を
進

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
工
事
が
完
了

し
た
と
き
は
、
そ
の
建
物
が
法
令
に

基
づ
き
安
全
な
も
の
で
あ
る
か
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
建
物

が
法
令
に
適
合
し
て
い
る
か
建
築
士

に
相
談
す
る
な
ど
点
検
し
て
く
だ
さ

い
。

■問 
建
築
課
開
発
建
築
班
（
緯
内
線
7

7
2
・
7
7
3
）。

　
手
賀
沼
は
、
平
成
　
年
ま
で
　
年

13

27

間
全
国
湖
沼
水
質
ワ
ー
ス
ト
1
で
し

た
。
水
質
汚
濁
の
原
因
は
？
生
き
も

の
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
今
は
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
主
催
、
公
益
財
団
法
人
山
階
鳥

類
研
究
所
後
援
。

■定 
1
5
0
人
（
当
日
先
着
順
）。

■問 
八
鍬
（
■携 
0
9
0
―
5
2
1
7
―

6
6
9
9
・
■メール te

g
an
u
m
afo
ru

m
@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

月
1
日
か
ら
行
い
ま
す
。
売
上
金
は
、

手
賀
沼
浄
化
啓
発
事
業
費
と
し
て
使

用
し
ま
す
。

胸
販
売
日
…
　
月
1
日
俄
～
。

10

胸
販
売
部
数
…
1
5
街
0
0
0
部
。

※
売
り
切
れ
の
場
合
は
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

胸
販
売
価
格
…
一
部
2
0
0
円
。

胸
販
売
場
所
…
我
孫
子
市
役
所
、
我

孫
子
し
み
ん
プ
ラ
ザ
ほ
か
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
。

■問 
ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
事

務
局
（
我
孫
子
市
手
賀
沼
課
内
・
緯

0
4
―
7
1
8
5
―
1
1
1
1
）。

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
企
画

講
演
会「
森
は
海
の
恋
人
　
人
の

心
に
木
を
植
え
る
」

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

10

13

30

4
時
　
分
。

30

■場 
千
葉
県
手
賀
沼
親
水
広
場
水
の
館

（
我
孫
子
市
）。

■費 
無
料
。

■内 
①
畠
山
重
篤
氏
（
N
P
O
法
人
森

は
海
の
恋
人
理
事
長
）
に
よ
る
講
演
。

　
平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
森
は

海
の
恋
人
運
動
」。
当
時
、
漁
師
が

山
に
木
を
植
え
る
と
い
う
行
為
は
不

思
議
な
ま
な
ざ
し
を
受
け
て
い
た
。

こ
の
運
動
の
背
景
と
真
意
は
、
東
日

本
大
震
災
を
受
け
て
よ
り
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
は
。

②
佐
藤
友
宣
氏
（
千
葉
県
手
賀
沼
親

水
広
場
所
長
）
に
よ
る
報
告
「
手
賀

沼
の
水
環
境
に
つ
い
て
」。

（１３）平成２４年（２０１２）１０月１日号

廃
棄
物
の
焼
却
。

　
河
川
管
理
者
な
ど
が
河
川
の
管
理

(例)を
行
う
た
め
に
伐
採
し
た
草
木
な
ど

の
焼
却
。

②
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
、

そ
の
ほ
か
の
災
害
予
防
、
応
急
対
策

ま
た
は
復
旧
の
た
め
の
焼
却
。

　
災
害
時
の
木
く
ず
の
焼
却
。

(例)③
風
俗
習
慣
上
、
宗
教
上
の
行
事
の

た
め
に
生
じ
た
廃
棄
物
の
焼
却
。

　
ど
ん
と
焼
き
、
門
松
、
し
め
縄
な

(例)ど
の
焼
却
。

④
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

上
で
の
や
む
を
得
な
い
廃
棄
物
の
焼

却
。

※
家
庭
菜
園
・
レ
ジ
ャ
ー
農
園
は
農

業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
者
が
行
う
病
害
虫
防
除
目
的

(例)の
稲
わ
ら
、
畦
畔
の
枯
れ
草
な
ど
の

焼
却
。　

※
ビ
ニ
ー
ル
類
は
不
可
。

⑤
た
き
火
な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む

上
で
の
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼

却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の
（
煙
の
量

や
に
お
い
な
ど
が
近
隣
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
程
度
の
燃
焼
行
為
）。

　
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
庭
先
で

(例)の
小
規
模
な
落
ち
葉
た
き
。

※
野
外
焼
却
（
野
焼
き
行
為
）
禁
止

の
例
外
規
定
と
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ

て
も
、
生
活
環
境
上
支
障
を
与
え
、

苦
情
な
ど
が
あ
る
場
合
は
行
政
指
導

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
消
防
署
長
へ
野
焼
き
の
届
出
を
し
、

受
理
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
苦
情

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
取
り
止
め
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
市
か
ら
の
お
願
い
】

　
ご
み
は
各
家
庭
な
ど
で
燃
や
し
て

処
理
し
な
い
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
ご
み
を
燃
や
し
た
時
に
発
生
す
る

煙
に
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
含
ま

れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
に
お
い
が

洗
濯
物
に
つ
い
た
り
、
煙
が
部
屋
に

入
る
の
で
窓
が
開
け
ら
れ
ず
、
ぜ
ん

そ
く
な
ど
の
持
病
を
持
っ
て
い
る
人

に
は
大
変
つ
ら
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
火
災
に
な
る
危
険
も
あ
り

ま
す
の
で
、
家
庭
ご
み
は
分
別
し
て

集
積
所
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
【
環
境
指
導
に
関
す
る
こ
と
】

環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内
線

3
6
1
～
3
6
3
）、【
廃
棄
物
の

処
理
に
関
す
る
こ
と
】
ク
リ
ー
ン

推
進
課
（
緯
内
線
3
8
3
、
3
8
5
）。

2
0
1
3
年
版
手
賀
沼
カ
レ
ン

ダ
ー
の
販
売

　
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
の
販
売
を
　10

理
部
募
集
課
（
緯
0
4
3
―
2
2
2

―
9
2
0
0
）
へ
。

■問 
建
築
課
住
宅
班
（
緯
内
線
7
7

6
）。

違
反
建
築
防
止
週
間

受
け
て
い
ま
す
か
、

完
了
検
査

　
　
月
　
日
牙
～
　
月
　
日
我
は
、

10

11

10

17

違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

　
こ
の
週
間
に
は
、
県
内
一
斉
公
開

建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
建
築
基
準
法
で
は
、
建
物
の
安
全

性
を
確
保
し
、
私
た
ち
の
生
命
や
健

康
、
財
産
を
守
る
た
め
、
建
物
の
敷

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

医
師
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

　
精
神
的
な
悩
み
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
、
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

※
相
談
時
間
一
人
　
分
。

30

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
後
2
時
～
4
時
。

10

25

■場 
市
役
所
1
階
相
談
室
。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
。

野
焼
き
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
鎧

　
廃
棄
物
処
理
法
第
　
条
の
2
に
よ

16

り
、
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き

行
為
）
が
一
部
の
例
外
を
除
き
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
（
例
外
は
左
記
参

照
）。
　
こ
の
法
律
で
は
、「
何
人
も
、
次

に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
場
合
を
除
き
、

廃
棄
物
を
焼
却
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
あ
り
、
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
野

焼
き
行
為
）
禁
止
に
違
反
し
た
場
合

は
、
5
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

1
街
0
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

し
、
ま
た
は
こ
れ
を
併
科
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
（
廃
棄
物
処
理
法
第

　
条
第
1
項
第
　
号
）。

25

15

【
野
外
焼
却
（
野
焼
き
行
為
）
禁

止
の
例
外
規
定
】

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の

施
設
の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な

環
境

都
市

県
営
住
宅
空
家
入
居
資
料
の
配
布

　
県
営
住
宅
の
募
集
お
よ
び
空
家
状

況
資
料
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
資
料
は
二
種
類
、
空
家
入
居

（
年
4
回
／
4
・
7
・
　
・
1
月
）・

10

常
時
（
毎
月
）
で
す
。
資
料
は
募
集

月
の
前
月
末
ご
ろ
に
配
布
し
ま
す
。

胸
配
布
場
所
…
市
役
所
建
築
課
、
各

支
所
、
中
央
駅
前
出
張
所
、
牧
の
原

出
張
所
。

　
資
料
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

　NPO法人や市民活動団体を対象と
する補助金や助成金は数多くあります
が、すぐに獲得できるとは限りません。
　そこで、申請方法や補助金獲得の可
能性を少しでも上げるためのコツなど
を解説します。
■時 10月13日臥・午前10時～正午。
■場 市民活動支援センター（中央駅前地
域交流館2号館）。
■定 30人。■費 200円（資料代）。
■申 電話で左記まで（先着順）。
■問 市民活動支援センター（緯碓48 4500・
■メール i.shiencenter@minos.ocn.ne.jp）。

障
が
い
福
祉
　
巡
回
相
談

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や

悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
相
談
員
が
応

じ
ま
す
。

■時 
①
毎
週
火
曜
日
、
②
毎
週
水
曜

日
・
①
②
と
も
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
①
印
旛
支
所
1
階
相
談
室
、
②
本

埜
支
所
相
談
室
。

■申 
い
ん
ば
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓99 
2
5
0
1
）
に
予
約
を
。

生ごみ処理機、剪定枝粉砕機を貸し出しします

　市では、各家庭から排出される生ごみおよび剪定枝の減量化、
資源化を推進するとともに、生ごみ処理機（乾燥式）、剪定枝粉
砕機（電気式、エンジン式）の普及、促進を図るため機器の貸
し出しを行っていますので、ぜひご利用ください（事前予約制）。
　なお、機器の貸し出しにつきましては、ゴミとして出さない
などの貸し出し条件がありますので、詳しくは下記までお問い
合わせください。

生ごみ処理容器、処理機購入補助金制度

　市では、一般家庭から毎日排出される生ごみの減量化を推進
するため処理容器（コンポスト、EM容器など）や処理機（乾
燥式、バイオ式など）を購入した人に予算の範囲内で補助金を
交付しています。上限はありますが、購入費の3分2を補助し
ておりますので、ぜひご利用ください。
　詳しくは、市ホームページまたは下記までお問い合わせくだ
さい。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

生ごみ処理機、剪定枝粉砕機の貸し出し生ごみ処理機、剪定枝粉砕機の貸し出しとと
生ごみ処理機購入助成生ごみ処理機購入助成金金

▲燃やさず、適切に処理しましょう

相
談
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平成２４年（２０１２）１０月１日号（１４）平成２４年（２０１２）１０月１日号（１４）

【児童館】主な対象：18歳未満の子どもとその保護者
対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名

ハロウィンごっこ。対象：2歳～3歳の子
とその保護者。当日自由参加。詳細は、
おたより「たけのこ」参照。

すこやか
　　キッズ

26日画
10：30～11：15

中央駅前
地域交流館
（緯○４６ ５１１１）
旧中央駅前児
童館

旬の食材でクッキングを楽しもう！対象：小学
生～中学生。定員：20人。献立や持ち物など
詳細はお問い合わせください。1７日我・10：00
から電話または窓口で受け付け。

チャレンジク
ラブ「秋の味
覚でクッキン
グ！」

27日臥
10：00～13：00

「スイートポテト作り」。対象：4歳～中学生（未就学児
は保護者と一緒に作ります）。定員20名。当日自由参加。

あそびの
　　ポケット

6日臥
14：00～16：00

対象：1歳6カ月～４歳までの子とその
保護者（先着20組）。2日峨・10：00から
電話または窓口で受け付け。

ほっぺにチュッ！
「上ノ坊先生の親
子運動あそび」

18日牙
10：00～11：00

そうふけ
児童館
（緯○４5 ３８００）

多目的室を開放。バドミントンをしよう！
対象：小学生～高校生。当日自由参加。わんぱくランド毎週木曜日

１5：00～16：45
対象：未就学の子とその保護者（先着20組）。
16日峨・10：00から電話または窓口で受け
付け。水分補給用飲み物、タオル持参。

コンタスペシャル
「親子でフラダン
ス」

11月16日画
10：00～１2：00

今月は、１０月の壁面制作＆ハロ
ウィンごっこ。対象：就学前の子
とその保護者。当日自由参加。

わんぱくタイム毎週金曜日
10：00～11：00

子ども
ふれあい
センター
（緯○４２ ０１４４）

軽スポーツでふれあいを。対象：市内在
住小学生以上～高齢者。自由参加。

ファミリース
ポーツ広場

毎週土曜日
14：00～16：00

対象：平成23年9月1日～12月
31日生まれの子とその保護者。定
員15組。3日我・13：30から電
話または窓口で受け付け（先着順）。

BABY'Sタイム
Part2

3日我
13：30から受け付け

11日「ハロウィンの飾り作り」。
当日自由参加。26日「ハロウィ
ン」事前申し込み制。詳細は、ぽ
んぽこ通信で。

フルーツランド11日牙・26日画
11：00～11：40

いんば児童館
（緯碓80 3950）

「ハロウィンのかわいい飾りを作り
ます」。対象：小・中学生。両日と
もに先着15人。当日受け付け。

キラキラキッズ24日我・25日牙
15：30～16：30

子育て情報コーナ子育て情報コーナーー
【子育て支援センター】　主な対象：就学前の子どもとその保護者

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
対象：０歳～未就学児とその保護者。定
員：30組。室内履き、飲み物持参。2日峨・
10：00～受け付け。

秋の運動会１3日臥
10：30～12：00

中央駅前地域交
流館（子育て
ルーム）
（緯○４６ 5111）
旧中央駅前子育
て支援センター

ハロウィンごっこ。対象：０歳～１歳児
の子とその保護者。当日自由参加。詳細
は、おたより「たけのこ」を参照。

にこにこ
　　ハッピー

25日牙
10：30～11：15

対象：0歳～未就学児とその保護者。カレン
ダー作りとお話を楽しみましょう。テーマ
は【オータムオータム】。手・足型もとれます。
当日自由参加。時間内にいつでもどうぞ。

今日は何の日
おはなしなあ
に？

30日峨・31日我
９：３0～1１：３0

対象：３カ月～１歳６カ月児とその
保護者。テーマ「薄着について」。他の質問
も受けます。当日受け付け。

バブバブ
　　クラブ

3日我・１7日我・
24日我

10：00～11：00
小林子育て
支援センター
（緯碓80 8700）

対象：就学前児とその保護者。保育園
2歳児と一緒にお散歩・リズムを楽し
みましょう！電話・窓口で予約。当日
受け付けも可。

お散歩交流
リズム交流

22日俄お散歩
31日我リズム
10：00～１０：４0

対象：全利用者。みんなで運動会を楽しみ
ましょう。窓口のみの予約。25組まで。

センター
　　　運動会

15日俄
10：30～

親子で遊べる場所やコーナー遊びを
提供。広場は10：00～14：00ま
で開催。各コーナー遊びは左記の時
間になります。当日自由参加。※ラ
ンチルームとして12：00～12：50
まで児童館遊戯室を開放します。

簡単クラフト毎週水曜日
10：00～11：05こぎつね

コンタの広場
（ふれあい文化
館内緯碓４５ ３８００）

元気に遊ぼう毎週木曜日
10：00～11：30

手遊びやうた遊び
お話シアターほか

毎週金曜日
11：30～11：45

「ハロウィン制作」と「からだを動
かそう！」です。今月の手遊びは
「大きな栗の木の下で」、「こぶたぬ
きつねこ」です。

おいでよ！
わくぽか広場

毎週水曜日～金曜日
9：00～14：00

わくわく
ぽかぽか広場
（総合福祉
センター内
緯○４２ ０１４４）

10月生まれのお友だちをお祝いし
ましょう。0歳児～未就学児とその
保護者。当日自由参加。

誕生会18日牙
13：00～13：20

親子で遊べる場所やコーナー遊びが
できる広場。広場は１０：００～１５：
００まで開催。
19日画は『音楽でゴー・ゴー！スペ
シャル』を開催。詳しくは、おたよ
り「ぽんぽこ通信」を参照。

ハサミを使おう毎週水曜日
１０：00～1５：00マメタの

ぽんぽこ広場
（いんば児童館
緯○８０ ３９５０）

おはなし
　　わーるど

毎週木曜日
１０：４0～1１：５５

音楽で
ゴー・ゴー！

毎週金曜日
１１：４0～１１：５５

保育士と体操や手遊びをしたり、絵
本やパネルシアターの読み聞かせ。
当日自由参加。

ぽっかぽか
タイム

毎週火曜日～金曜日
1１：００～１１：３0

滝野子育て
支援センター
緯○９７ １８２２

身長・体重測定ができます。赤ちゃ
ん用の身長・体重計もあります。

大きく
　なーれ！

１6日峨・１８日牙・
１9日画

9：00～1１：３0
対象：1歳未満児とその保護者。ふ
れあい遊びや絵本の紹介、看護師か
らのワンポイントアドバイスなど。
詳しくは、おたより「ぽっかぽっか
だより」を参照。

ママ友クラス１７日我
10：30～11 ：30

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
講師：栗田吉冶氏。対象：未就学児と
その保護者。定員２０組（保育なし）。
場所：草深の森（現地集合・解散）。参
加費無料。2日峨・９：００から窓口で
受け付け。詳しくは窓口まで。

親子講座
「森林セラピー
（親子で遊ぶ秋の
里山）」

２6日画
１0：30～１２：００

つどいの広場
（そうふけ
ふれあいの里
内・緯○４７ ７８８０）

対象：1歳半までの親子。各回先着15
組。2日峨・9：00から電話・窓口で受
け付け。詳しくは、つどいの広場まで。

ミニチェリー
ランド「手づくりおも
ちゃ（パンダの指人形）」

23日峨・30日峨
11：00～

①お話・リズム・測定・歌ってラララ
ン・絵本ガイド。②ベビーマッサー
ジ・エアロビクス・プリンランド・お
誕生会・パパを楽しもう。

講座
①自由参加
②要申し込み

11：00～11：30
（毎月1回）

ふれあい遊びや読み聞かせ、リトミッ
ク講座、ハロウィンパーティなど行い
ます。対象：俄2歳～就学前児、我1歳
児、画0歳児。

こあらっこ
　　　タイム

毎週月、水、金曜日
10：30～11：30

西の原保育園
こあら
（緯碓４５ ０２９１）

親子でふれあいながら体を動かし、
ストレス解消しましょう。対象：０
歳児～就学前児とその保護者。当
日自由参加。ヨガマットまたはバ
スタオル、水筒持参。体操しやすい
服装で。

親子講座
　　「ヨガ」

30日峨
1０：15～11：15

10月生まれの友だちをお祝いしよ
う。対象：０歳児～就学前児とその
保護者。当日自由参加。

お誕生会１8日牙
10：30～11：３0

制作、リトミック、英語など親子
で楽しめるさまざまな活動。詳し
くは「てんとうむしだより」参照。

てんとうむし
で遊ぼう毎週月～金曜日

9：30～14：30原山保育園
（みんなのおへ
や緯碓４７ ６６33）

常勤の看護師による子育てや健康
の相談。

子育て相談＆
身体測定

専用のミニ園庭を自由に使うこと
ができます。園庭開放毎週火、水、木曜日

11：00～12：00

室内の広場を開放しています。親
子で自由に遊べるスペースです。

ＪｏｙＪｏｙ
クラブ

毎週月～金曜日
９：0０～１２：００
１３：００～１５：0０

しおん保育園
（しおんひろば
緯○４６ １３２９）

しおんひろばの開催時間内に行わ
れます。親子制作・ダンス・おは
なしかいなど。自由参加。詳しく
は「しおんひろばだより」参照。

チャレンジ
　　　クラブ

毎週火、金曜日
１０：10～１０：５０

保護者の責任のもと、指定された
遊具や砂場で遊べます。園庭開放毎週月～金曜日

1１：０0～1２：０0
園長先生手作りのアスレチックで思いき
り体を動かして遊びましょう。自由参加。きらきらの森１６日峨

10：０0～11：00

山ゆり保育園
（ぴよぴよくら
ぶ緯○９８ ３７７３）

身長・体重が自由に測定できます。
また、手形、足形をとってカードに
記録ができます。

すくすく測定２2日俄～２4日我
9：00～11：15

10月生まれの友だちをお祝いしよ
う。対象：０歳児～未就学児とその
保護者。自由参加。

誕生会２4日我
11：00～１１：３０

※要予約。栄養士による講座と試食
会。詳しい内容はホームページ内の
子育て支援のページで毎月ご案内し
ています。

栄養相談2日峨・１6日峨・30日峨
1０：00～1２：00銀の鈴保育園

（かんがる～広
場・緯○４７ ７５６６）
※ホームページ
からも予約可。
活動のある日は、
１４：００まで部屋
を開放。

看護師による講座と健康相談、身体
測定。詳しい内容はホームページ内
の子育て支援のページで毎月ご案内
しています。

発育相談
すこやか講座

4日牙・１8日牙
９：４５～1０：３0

制作・リズム・お話など。各種イベント参加
案内がある月もあり。詳しい内容はホーム
ページ内の子育て支援のページで毎月ご案
内しています。※今月の「親子英語教室」は
31日我です。電話で予約受け付け。

子育て支援3日我・１7日我・31日我
９：４５～1０：３0

工作、昔遊び、園庭遊び、運動会遊びなど
を楽しみます。バブバブよちよち16日
峨、お誕生会19日画、劇あそび23日峨。
詳しくは、さくらだよりでお知らせしま
す。

子育て支援
1日俄・2日峨・5日画・
15日俄・１6日峨・19日画・
２2日俄・２3日峨・29日俄
10：00～11：30

牧の原宝保育園
（さくら広場・
緯○４９ ４０１１）。

看護師による講座と健康相談を行い
ます。発育相談9日峨・２6日画

10：00～11：30
親子のリラックス効果やスキンシッ
プはもちろんのこと。肌の刺激によ
り脳の発達を促します。先着10組。
予約はさくら広場まで。バスタオル
持参。１人３００円。

ベビー
マッサージ

3０日峨
10：00～11：30

【公園で遊ぼう（支援センターから）】11：00～11：45※雨天時中止
担当センター内　容会　場日　時

（祝・休日除く）
中央駅前地域交流館
（緯○４６ 5111）
旧中央駅前子育て支援センター

集まれ！駅前
ひろば（親子
ふれあい遊び）

武西学園台街区公園5日画

小林子育て支援センター
（緯○８０ 8700）

リズム遊び
運動会ごっこ

草深公園16日峨
木下はなみずき公園23日峨

山ゆり保育園ぴよぴよクラブ
（緯○98 3773）

遊歩道を散歩
しましょう萩原公園

19日画
10：00～
11：00

西の原保育園こあら
（緯○４５ 0291）運動会ごっこ西の原公園2日峨

滝野子育て支援センター
（緯○97 1822）

親子ふれあい
遊びたきのひかりのおか公園25日牙

日時（祝・休日除く）会　場
14日蚊、28日蚊・11：00～大森図書館（おはなし室）
２7日臥・15：00～小林図書館（遊戯室）

13日臥、27日臥・1１：00～
6日臥、２0日臥・1５：00～そうふけ図書館（おはなしのへや）

4日牙、11日牙、１8日牙、25日牙・
15：30～小倉台図書館（おはなし室）

２0日臥・1０：３0～本埜図書館（おはなしコーナー）

おはなし会
　図書館では定期的におはなし会を行っています。紙芝居や大きな絵本など、楽しいおは
なしをご用意してお待ちしています。
　10月の日程は下記のとおりです。

※事業の申し込みについては、本人または家族に限ります。

※各施設で子育てに関する相談も受け付けています。

　子ども発達センターでは、成長や発達に心配のあるお子さんの相談・
療育を行っています。お気軽にご相談ください。
胸利用時間…俄～画・8：30～17：15。
胸会場…保健福祉センター（高花）。
■問 子ども発達センター（緯碓40 6551）。

子ども発達センター

お知らせ
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夜、子どもが急に具合が悪くなったら

印旛市郡小児初期急病診療所（休日・夜間のみ）
佐倉市健康管理センター内（佐倉市江原台２－２７）

午後７時～翌朝６時平日・土曜日
診療時間

午前９時～午後4時45分・午後７時～翌朝６時日曜・祝日、年末年始

緯０４３－４８５－３３５５（診療時間内のみ）問い合わせ先

千葉県の小児救急電話相談
　受診したほうが良いのか、様子を見ても大丈夫なのか。看護師や小児科医が電話
でアドバイスします。

午後７時～１０時毎日相談時間

緯＃８０００（局番なし）プッシュ回線
電話番号

緯０４３－２４２－９９３９ダイヤル回線・携帯電話

保健センター通信 中央保健センター
（緯碓４２ ５５９５）

時　間会　場対　象内　容日　付
受け付け９：４５～
開始１０：００～中央保健センター

Ｈ24年5月生まれ

４カ月児相談
4日牙 受け付け１３：30～

開始１３：45～Ｈ24年6月生まれ
受け付け９：４５～
開始１０：００～

ふれあいセンターいんばＨ24年5月～6月生まれ18日牙

受け付け９：４５～
開始１０：００～

高花保健センター
Ｈ24年3月～4月生まれもぐもぐ教室

（離乳食教室）
2日峨

ふれあいセンターいんば26日画

受け付け１３：３０～
開始 １３：４５～

高花保健センターＨ23年12月～Ｈ24年1月生まれかみかみ教室 
（離乳食教室）

2日峨

ふれあいセンターいんば
Ｈ23年10月～Ｈ24年1月生まれ26日画

受け付け
１３：００～１３：15

開始
１３：００～

Ｈ23年3月～4月生まれ
１歳６カ月児　
　　　健診

9日峨

本埜保健センターＨ23年1月～4月生まれ17日我

高花保健センターＨ23年3月生まれ25日牙

中央保健センターＨ22年4月～5月生まれ
2歳児歯科健診

19日画

高花保健センターＨ22年4月生まれ30日峨

本埜保健センターＨ21年2月～5月生まれ
３歳児健診

3日我

高花保健センターＨ21年4月生まれ12日画

ふれあいセンターいんばＨ21年4月～5月生まれ24日我
※離乳食教室は、開催の１週間前までに中央保健センターへお申し込みください。
試食費１００円。詳しくはお知らせをご覧ください。

■乳幼児健診・相談・教室

　●予防接種、乳幼児健診・相談・教室を受ける場合●
　ガイドブックの中にある予診票を記入し持参。保護者の
同伴が必要です。

碓伺 かかりつけ医を
持ちましょう

転入者のみなさんへ
胸
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受
診
票
の
未
手
続
き
の
妊
婦
と
０

歳
児
の
保
護
者
は
、
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

胸
予
防
接
種
実
施
状
況
が
未
届
け
の
場
合
、
健
診
票
・
予
診

票
が
届
か
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
　
歳
未
満
の
人
）。
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※祝・休日は実施していません。

市税などの
「夜間・休日収納窓口」
　27日臥は8：30～12：30、31日
我は、20：00まで、収納窓口を開設
しています。
　また、納付相談も随時行います。
胸開設場所…市役所国保年金課。
※出入口は正面玄関をご利用ください。
胸取扱税（料）目…市民税・県民税、固
定資産税・都市計画税、軽自動車税、
国民健康保険税、介護保険料および後
期高齢者医療保険料。
胸必要書類…納税通知書など、納付相
談の場合は印鑑。
■問 市民税課収納管理班（緯内線３１６）、
国保年金課保険税班（緯内線281）、国
保年金課高齢者医療年金班（緯内線
299）、介護福祉課介護保険班（緯内線
277）。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話市長談話室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
　市長と直接対話のできる市長談話室。
下表の日程（変更の場合あり）で開設して
います。予約は不要です。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線418・
419）。

午後2時
　～4時

午前10時
　～正午

〇
10月１９日画
市役所3階
市長応接室

今月の各種相談
問い合わせ会　　　　場日　　　　時相　談　名

市民課窓口班
緯内線235・238・239

市役所会議棟２階

12日画、23日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【12日は当日8：45から会場で受け付け】※先着8人。
【23日は16日峨8：45から電話受け付け】※先着8人。

市民生活相談
市民生活相談員による日常の諸問題
（家族・近隣関係など）

12日画、23日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【12日は当日8：45から会場で受け付け】※先着10人。
【23日は16日峨8：45から電話受け付け】※先着20人。

法律相談
弁護士による法律相談

市民安全課市民安全班
緯内線712・714

12日画
10：00～12：00、13：00～15：00
【当日8：45から会場で受け付け】

交通事故相談
交通事故相談員による相談

秘書広報課広報広聴班
緯内線418・419

行政相談
行政相談員による行政（国・県含む）
に対する苦情など

市民課戸籍班
緯内線232・233

人権相談
人権相談員による相談

印西市
消費生活センター
緯碓４２ ３３０６

市役所附属棟
2階

毎週月、火、水、金曜日
10：00～12：00、13：00～16：00

【電話相談も可】

消費生活相談
消費生活相談員による商品品質、訪
問販売の苦情などの相談

ちば北総地域若者
サポートステーション
緯碓37 6844

25日牙
13：00～17：00
【電話で要予約】

若者サポートステーション出張相談
職業的自立を目指す若者（15～40
歳未満）やその保護者を対象とした
無料相談。

印西市商工会
緯碓４２ 2750

中央公民館1階
第一会議室

14日蚊
10：00～12：00、13：00～15：00

【事前予約優先】

住宅相談
商工会建設業部会によるリフォーム
などの相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180直通

市役所1階
家庭児童相談室

毎週月～金曜日
9：00～16：00
【電話相談も可】

家庭児童相談・
　　　　母子自立支援相談
家庭相談員・母子自立支援員による、
18歳までの子どもや母子家庭など
の問題についての各種相談

社会福祉協議会
（総合福祉センター内）
緯碓４２ 0294

総合福祉センター
毎週水、金曜日

10：00～12：00、13：00～15：00

心配ごと相談
心配ごと相談員による悩みごと相談

教育相談専用電話
緯碓４７ 7830教育センター

毎週月～金曜日
9：30～12：00、13：00～15：30

教育相談
教育相談員による小・中学校の教育
に関する相談

毎週月～金曜日
9：00～17：00

子ども相談室
小・中学生からの悩み相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180市役所附属棟2階

4日牙、18日牙
10：00～12：00、13：00～16：00
【予約制・1人50分・電話相談も可】

女性の悩み相談
女性が抱えている悩み全般

平成24年1月1日～平成24年８月３１日
死者数傷者数人身事故発生数
１１３人１８,２６１人１４,６０８件千 葉 県
３人４３７人３３５件印西警察署管内
３人２７２人２１０件印 西 市 内

全国死者数２，６７０人　千葉県－全国ワースト４位－

胸交通事故発生状況胸

平成24年８月3１日現在
昨年との比較今年の累計４月
　－6件３１件４件火災
　－３件２,２４６件2７３件救急

０件２３件２件救助

胸火災等発生件数（印西市内）胸

●健康づくり相談　※予約制
時　　　間会　場日　付

１０：００～１２：００

本埜保健センター1日俄

ふれあいセンターいんば１0日我

高花保健センター26日画

中央保健センター31日我

※上記日程以外でも来所または電話で、健康づくり相談を行っています。
担当者不在の場合もありますので、来所の際はあらかじめ中央保健セン
ターまでご連絡ください。

■一般対象（血圧測定ほか、生活習慣病予防・栄養相談など）

●プレママクラス10月（３回）対象は市内在住の初妊婦と家族
　※申し込み制・定員24人

時　間内　容会　場日　付

１0:00～
　14:00

お母さんと赤ちゃんの栄養。（お話
と調理教室）※エプロン、三角布、ふ
きん２枚持参、参加費500円。

高花保健
センター31日我

■妊婦対象（栄養や日常生活の相談など）

　10月30日峨に実施している市民生活相
談・法律相談の電話予約受付は次のとおり
です。
胸受付開始…16日峨から（平日のみ）。
胸受付時間…8：45～17：00。

碓伺 注意…10月12日画に実施している市民
生活相談・法律相談については、今までどお
り、当日・午前8：45～相談会場で受け付
けを行います。
■問 市民課窓口班（内線235・238・239）。

※市民生活相談・法律相談の電話予約受付開始

　今月の市民課窓口業務の
　　　　　土曜・日曜開庁日程
胸市役所本庁…13日臥・27日臥・
　　　　　　　（8：30～17：15）。
胸中央駅前出張所…6日臥・20日臥・
　　　　　　　（8：30～17：15）。
胸印旛支所…毎週土曜日・
　　　　　　　（8：30～12：00）。
胸滝野出張所…毎週土、日曜日・
　　　　　　　（8：30～17：15）

●プレママ歯ッピ－講座※対象は市内在住の妊婦（申し込み制）
時　間内　容会　場日　付
１3:00～
　15:00

歯科医師による講義・健診、歯科衛
生士によるブラッシング指導など。

高花保健
センター5日画
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第21回　ふるさと発見フォトコンテスト
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よ
く
見
…
よ
く
聞
き
…

　
　
　
　
正
し
く
お
知
ら
せ

納豆チャーハン

 不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

－46－

いろいろ食べて生活習慣病予防！
　材料（4人分）
　ご飯600g、納豆200g（4パック）、長ネギ2本、はす100g、
バター50g、サラダ油適量、しょうゆ　大さじ3、七味唐
辛子適当、酒少々、塩小さじ1／2、削り節適量、紅しょ
うが少々。
　作り方
①ご飯はほぐしておく。長ネギは小口切り、はすは1㎝角
に切る。
②フライパンを熱し、サラダ油とバター半量を入れ、溶け
たら納豆を全量と、長ネギ半量を色が変わる位までいため
る。はすを加え、酒、塩、しょうゆ大さじ2で下味をつけ
る。
③●2 にご飯を入れ、ほぐし、残りの長ネギを入れていため
る。
④しょうゆ大さじ1をフライパンの鍋肌に流し入れ、残り
のバターを入れて風味をつける。お好みで七味唐辛子をふ
る。
⑤器に盛り、上から削り節をのせ、紅しょうがを飾る。　
※はすの代わりにキノコ類にしてもおいしい。
★1人あたり栄養価
　エネルギー523kcal、たんぱく質14.6g、脂質19.0g、カ
ルシウム76㎎、塩分2.9g。

印西市観光協会主催

平成２４年（２０１２）１０月１日号（１６）

　
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
は
、

「
小
児
ま
ひ
」
と
呼
ば
れ
、
国
内
で
も

1
9
6
0
年
代
前
半
ま
で
は
流
行
を

繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
ポ
リ

オ
予
防
接
種
の
効
果
に
よ
り
1
9
8

0
年
（
昭
和
　
年
）
を
最
後
に
野
生

55

株
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
ま
ひ
患

者
の
発
生
は
な
く
な
り
ま
し
た
。　

　
い
っ
た
ん
は
野
生
株
ポ
リ
オ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
患
者
発
生
の
報
告
が
な

く
な
っ
た
こ
と
で
安
心
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
も
、
海
外
で
は
、
野

生
株
に
よ
る
ポ
リ
オ
の
流
行
地
域
が

あ
り
ま
す
。

　
海
外
の
人
の
行
き
来
が
活
発
で
あ

る
現
代
と
し
て
は
、
日
本
国
内
で
の

ポ
リ
オ
発
生
に
対
す
る
対
策
は
必
要

不
可
欠
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
ポ
リ
オ
が
も
し
国
内
に
入
っ

て
く
る
と
感
染
力
が
強
い
た
め
ポ
リ

オ
は
一
気
に
拡
大
し
、
特
に
免
疫
が

な
い
人
は
、
ま
ひ
を
発
症
す
る
可
能

性
の
あ
る
大
変
怖
い
病
気
で
す
。

　
し
か
し
、
定
期
予
防
接
種
で
定
め

ら
れ
て
い
る
小
児
の
予
防
接
種
は
決

め
ら
れ
た
回
数
の
予
防
接
種
を
す
れ

ば
ま
ひ
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
積
極
的
な
接
種
を
お
勧
め
し
ま

す
。
　
ま
た
、
今
年
の
8
月
以
前
に
接
種

し
て
い
た
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
で
は
、

ワ
ク
チ
ン
が
原
因
で
ま
ひ
が
ま
れ
に

発
生
し
た
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
た

め
、
平
成
　
年
9
月
か
ら
法
律
が
変

24

わ
り
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
一

斉
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
こ
れ
で
今
後
の
、
ワ
ク
チ
ン
由
来

に
よ
る
ま
ひ
の
危
険
性
が

な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
そ

の
点
で
は
安
心
し
て
予
防

接
種
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
今
の
日
本
で
は
、
ポ
リ

オ
の
流
行
が
な
い
の
で
つ

い
油
断
を
し
て
接
種
を
忘

れ
て
い
る
人
や
ポ
リ
オ
に

感
染
し
な
い
と
思
っ
て
い

る
人
が
い
ま
す
が
、
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性
や

ポ
リ
オ
に
対
す
る
危
険
性

は
前
述
の
と
お
り
で
す
か

ら
危
機
意
識
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、

接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人
は
、
速

や
か
に
接
種
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

胸
予
防
接
種
の
受
け
方

①
対
象
者
…
生
後
3
か
月
～
　
か
月

90

未
満
の
接
種
未
完
了
の
人
。

②
接
種
回
数
…
規
定
回
数
は
下
表
の

と
お
り
。

③
予
診
票
の
送
付
…
平
成
　
年
4
月

17

1
日
～
平
成
　
年
1
月
1
日
生
ま
れ

24

の
対
象
者
（
ポ
リ
オ
接
種
未
完
了
）

の
人
に
は
、
今
ま
で
の
接
種
状
況
を

把
握
す
る
た
め
、
平
成
　
年
5
月
に

24

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
（
黄
色
）
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
用
紙
に
回
答
し
て
い
な
い
人
お
よ

び
転
入
者
用
の
予
防
接
種
実
施
状
況

届
を
未
提
出
の
人
は
、
ポ
リ
オ
予
防

接
種
の
予
診
票
が
届
き
ま
せ
ん
の
で

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
※
生
ワ
ク
チ
ン
2
回
ま

た
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
の
合
計
4
回
を
接
種
し
た
人
は
、

接
種
完
了
の
た
め
、
予
診
票
は
送
付

し
て
い
ま
せ
ん
。）

　
平
成
　
年
1
月
2
日
～
平
成
　
年

24

24

7
月
　
日
生
ま
れ
の
人
は
、
ア
ン

31

ケ
ー
ト
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
直
接
、
予
診
票
を
9
月
上
旬

に
個
別
通
知
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ポ
リ
オ
の
接
種
方
法
に
つ

い
て
は
、
案
内
文
と
印
西
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
遊
び
に
行
く

時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
々
の
通

学
に
も
利
用
し
て
い
た
自
転
車
。
し

か
し
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
使
用
し
な

け
れ
ば
大
き
な
迷
惑
の
も
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
内
閣
府
調
査
で
は
、
全
国
の
駅
周

辺
の
放
置
自
転
車
は
約
　
万
台
／
日

24

（
2
0
0
9
年
）
で
多
い
駅
は
、
愛
知

県
の
栄
駅
（
2
街
2
2
0
台
）・
大

阪
府
の
難
波
駅
（
2
街
1
1
9
台
）

だ
そ
う
で
す
。

　
社
会
問
題
化
し
た
の
は
昭
和
　
年
50

代
後
半
で
、
対
策
の
枠
組
み
が
出
来

た
の
は
1
9
9
4
年
に
制
定
の
「
自

転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び
自
転

車
等
の
駐
車
対
策
の
総
合
的
推
進
に

関
す
る
法
律
」（
自
転
車
法
）
で
す
。

印
西
市
で
は
、
昨
年
1
2
1
台
の
自

転
車
が
放
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
よ
り
減
少
さ
せ
て
い
く
た

め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
〇Ｈ 

平成24年9月以降
不活化ポリオ接種回数

平成24年８月以前
ポリオ接種回数

３回
生ポリオ１回または
不活化ポリオ1回

2回不活化ポリオ2回

1回不活化ポリオ3回

0回
生ポリオ2回または
不活化ポリオ4回

碓碓191999 

（評）何気ない結縁寺の風景だ
が、奈良時代創建という歴史
をじんわりと伝える不思議な
一枚

怯佳作
怯紅葉の結縁寺（結縁寺）
怯川辺昭雄（佐倉市）
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